
3
2009　No.48

平成21年３月10日 毎月１回発行

春爛漫　いちご狩り

［主な内容］
● 定額給付金・子育て応援特別手当のご案内
● もうすぐ開花　羊山の芝桜
● ４月12日㊐秩父市長選挙・秩父市議会議員補欠選挙
● いよいよスタート！パスポート（旅券）申請方法のご案内
● 「森のキャンパスアドベンチャーコース」のご利用を！

 [あべにーる　～未来～　第８号]

［市の人口］
70,339人
男=34,382人
女=35,957人
前月比－39人

［世帯数］
26,364世帯
前月比＋4世帯

平成21年2月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

発行所　秩父市役所　電話 0494－22－2211（代表）
　　　　〒368－8686  埼玉県秩父市熊木町 8 番15号

らんまん



❷2009年3月号

給
付
額　
一
人
に
つ
き
１
２
，
０
０
０
円

※
２
月
１
日
現
在
、
65
歳
以
上
の
方
お

よ
び
18
歳
以
下
の
方
は
、
一
人
に
つ

き
２
０
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

申
請
お
よ
び
給
付
方
法

　

３
月
中
旬
に
各
世
帯
主
あ
て
に
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

２
月
１
日
現
在
、
住
民
基
本
台
帳
に

記
録
お
よ
び
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
（
不
法
滞
在
者
お
よ
び

短
期
滞
在
者
は
除
き
ま
す
。）

※
受
給
権
者
は
、
給
付
対
象
者
の
属
す

る
世
帯
の
世
帯
主
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
支
援
と
景
気
浮
揚
を
目
的
に
定
額
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

秩
父
市
で
は
、
こ
の
給
付
金
を
少
し
で
も
早
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

支
給
で
き
る
よ
う
準
備
を
整
え
ま
し
た
。
な
る
べ
く
早
く
申
請
を
し

て
い
た
だ
き
、
受
給
し
た
給
付
金
は
秩
父
の
街
を
も
っ
と
元
気
に
す

る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
地
元
で
お
使
い
く
だ
さ
い
。

定
額
給
付
金
を
支
給
！

窓口申請の受付はいつから始
まりますか？
３月16日㈪から、市民会館・
吉田・大滝・荒川総合支所の

各会場で開始します。また、３月
20日（金・祝）、21日㈯、22日㈰も申
請を受け付けます。日程の詳細は、
各世帯に郵送するチラシをご覧く
ださい。なお、できるだけ早い申
請をお願いします。

定額給付金はいつから支給さ
れますか？
３月22日㈰までの申請受付分
を３月30日㈪に振り込む予定

です。ただし、ゆうちょ銀行（郵
便局）の場合は、４月下旬ごろに
なる見込みです。

本人確認書類とは何ですか？

運転免許証、パスポート（旅
券）、住民基本台帳カード、

健康保険証、外国人登録証明書、
身体障害者手帳などのことをいい
ます。

振込口座通帳の写しとは？

世帯主の振込口座の口座番
号・名義人のわかる通帳をコ

ピーしたものです。ゆうちょ銀行
の場合は、記号・番号（５桁と８
桁）が印字されているものに限り
ます。

窓口申請の受付はいつから始

申請・給付Ｑ＆Ａ

A
Q

　

定
額
給
付
金
の
支
給
に
合
わ
せ
、
地

元
で
使
っ
て
お
得
な
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
」
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

１
０
，
０
０
０
円
分
の
商
品
券
が
、

９
，
５
０
０
円
で
購
入
で
き
、
ダ
ブ

ル
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、
抽
選
で
総
額

４
０
０
万
円
の
秩
父
市
共
通
商
品
券

「
和
同
開
珎
」
が
当
た
り
ま
す
。

　

な
お
、
商
品
券
の
発
行
に
合
わ
せ
消

費
拡
大
セ
ー
ル
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
商
品
券
の
発
行
や
セ
ー
ル
は
、
秩
父

商
工
会
議
所
お
よ
び
秩
父
市
商
店
連

盟
連
合
会
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

問
秩
父
商
工
会
議
所
☎
22

－

４
４
１
１

市
役
所
商
業
振
興
課
☎
25

－

５
２
０
８

秩
父
市
共
通
商
品
券
が

販
売
さ
れ
ま
す

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

　

申
請
書
に
振
込
先
口
座
等
を
記
入
し
、

本
人
確
認
書
類
、
振
込
口
座
通
帳
の
写

し
を
同
封
す
る
返
信
用
封
筒
で
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
指
定
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

　

申
請
書
に
振
込
口
座
等
を
記
入
し
、

本
人
確
認
書
類
、
振
込
口
座
通
帳
と
と

も
に
窓
口
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
後

日
、
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

そ
の
他

　

詳
細
は
、
申
請
書
に
同
封
さ
れ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
定
額
給
付
室
（
本
庁
舎
３
階
）

　

☎
25

－

５
２
２
９（
直
通
）

　

☎
22

－

２
２
１
１（
内
線
１
３
３
４
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
総
合
支
所
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
総
合
支
所
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
総
合
支
所
☎
54

－

２
３
９
５

①
郵
便
に
よ
る
申
請

り
込
み
ま
す
。

②
窓
口
に
よ
る
申
請

全
国
で
い
ち
早
く

　

定
額
給
付
金
の
給
付
を
よ
そ
お
っ
た

「
振
り
込
め
詐
欺
」や
「
個
人
情
報
の
詐

取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
市
役
所
や

国
の
機
関
か
ら
、「
定
額
給
付
金
」
の

給
付
に
関
し
て
、
個
人
情
報
と
な
る
口

座
番
号
や
家
族
構
成
な
ど
を
電
話
で
お

聞
き
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
役
所

や
総
務
省
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
り
、
不
審
な
郵
便

物
が
届
い
た
ら
、
市
役
所
や
最
寄
り
の

警
察
署
、
駐
在
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※給付金について詳しくは、右記まで
お問い合わせください。

A
Q

A
Q

A
Q

定額給付金および子育て応援特別手当は、国の関連法案が可決された場合に支給されます。



❸
市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

秩父市長

各地から花の便りが聞こえはじめ、日差しに
は春の暖かさを感じるようになりました。
さて、「百年に一度」と言われる現在の不況
下ですが、地域経済の状況を把握するため、金
融機関や製造業、小売業などの市内企業を訪問
しました。訪問先企業の経営者の方々から金融
面での景気動向、工場の稼働状況や雇用動向な
どをお聞きしましたが、やはり、ほとんどの企
業において受注や売上の急激な落込みがあり、
操業の一時休止や収益悪化が進んでいて、その
厳しさは私が想像していた以上でした。多くの
経営者から、「先行きは不透明で底が見えない」
といった感想が聞かれ、この先の経済政策の舵
とりは大変難しいと心の底から感じたところで
す。雇用動向についても、かなりの失業が発生
しており、春以降はさらなる悪化が見込まれて
います。市民の生活を守っていくためにも、私
がこれまでに培った経済知識と政治経験の全て
をかけて、職員とともに、市として可能な限りの
緊急経済対策に当たっていきたいと思います。
また、全国民に給付することになった「定額
給付金」については色々なご意見がありますが、
国で決まったからには、「子育て応援特別手当」
とあわせ、他市にさきがけて給付できるよう、
秩父市では「定額給付金室」を設置して準備を
進めています。３月中旬に各世帯主あてに申請
書が郵送されますので、案内にしたがって手続
きを行ってください。手続きが順調に進んだ場
合には、早ければ今月末に銀行口座への振込み
が始まります。
地元商店で使えるお得なプレミアム付き商品
券の発行も予定されています。給付金を使う場
合には、地域経済を盛り上げるためにも、ぜひ
地元で使っていただきたいと思います。春には
お天気だけでなく、少しでも懐が温かくなると
いいですね。

～市内の景気動向と定額給付金～

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
ご
案
内

３
月
中
旬
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。（
給

付
方
法
は
定
額
給
付
金
と
同
じ
で
す
。）

　

な
お
、
扶
養
し
て
い
る
該
当
の
子
ど

も
が
別
世
帯
に
い
る
世
帯
主
の
方
は
、

窓
口
で
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
こ
の

場
合
、
申
請
に
必
要
な
書
類
の
ほ
か
に
、

次
の
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
別
世
帯
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る

こ
と
の
わ
か
る
書
類
（
該
当
す
る
子

ど
も
の
被
保
険
者
証
等
）

問
こ
ど
も
課
児
童
給
付
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１（
内
線
１
１
８
３
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

　

幼
児
教
育
期
の
第
２
子
以
降
の
子
ど

も
が
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
場
合
、

生
活
支
援
の
た
め
、
今
回
に
限
り
「
子

育
て
応
援
特
別
手
当
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対　

象　

定
額
給
付
金
の
支
給
対
象
で

あ
り
、
ま
た
次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た

す
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主
の
方

①
３
歳
以
上
18
歳
以
下
の
扶
養
す
る
子

ど
も
が
２
人
以
上
い
る
こ
と

②
平
成
14
年
４
月
２
日
〜
平
成
17
年
４

月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
第
２
子
以
降

の
子
ど
も
が
い
る
こ
と

給
付
額　

該
当
す
る
子
ど
も
１
人
に
つ

き
、
３
６
，
０
０
０
円

申
請
お
よ
び
給
付
方
法

　

該
当
す
る
世
帯
主
あ
て
に
申
請
書
を



2009年3月号 ❹

もうすぐ開花

羊山の芝桜羊山の芝桜羊山の芝桜

﹁
芝
桜
の
丘
﹂
へ
の
入
場
は

有
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

　

今
年
も
﹁
芝
桜
の
丘
﹂
は
、
芝
桜
開

花
期
間
中
、
有
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
芝
桜
の
丘
植
栽
地
・

周
辺
整
備
な
ど
の
更
な
る
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め

来
園
者
の
皆
さ
ん
に
ご
負
担
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

期　

間　

４
月
１
日
㈬
～
５
月
10
日
㈰

（
午
前
８
時
～
午
後
５
時
）
の
う
ち
花

の
見
ご
ろ
の
期
間

入
園
料

※
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

（
芝
桜
の
丘
内
の
入
園
券
販
売
場
に
手

帳
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。）

※
﹁
一
般
﹂と
は
、中
学
生
お
よ
び
こ
れ

に
相
当
す
る
方
を
除
く
満
15
歳
以
上

の
方
で
す
。

※
﹁
団
体
﹂と
は
、入
園
料
を
支
払
う
入

園
者
の
数
が
20
人
以
上
の
も
の
で
す
。

■
次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
﹁
芝
桜
の
丘
無
料
入

園
券
引
換
券
﹂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

引
換
券
を
切
り
取
っ
て

芝
桜
の
丘
内
の
入
園
券
販

売
場
に
持
参
の
う
え
、
無

料
入
園
券
と
引
き
換
え
て

く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
芝
桜
開
花
期
間

中
、
園
内
の
駐
車
場
を
利

用
す
る
場
合
は
駐
車
整
理

料
を
い
た
だ
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
来
園
者
の
方
々
に

快
適
・
安
全
に
芝
桜
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
、

料
金
は
交
通
整
理
や
駐
車

場
警
備
の
た
め
に
利
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

期　

間　

４
月
１
日
㈬
～
５
月
10
日
㈰

（
午
前
７
時
～
午
後
５
時
）

※
花
の
開
花
状
況
に
よ
っ
て
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

料　

金

大
型
バ
ス　
　
　
　

３
，
０
０
０
円

マ
イ
ク
ロ
バ
ス　
　

２
，
０
０
０
円

乗
用
車
（
軽
含
む
）　
　

５
０
０
円

二
輪
車　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

■
次
ペ
ー
ジ
に
あ
る
﹁
羊
山
公
園
内
駐

車
場
利
用
券
﹂
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

切
り
取
っ
て
、
駐
車
場
係
員
に
渡
し

て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
券
は
、
交
通
渋
滞
対
策
が
行
わ

れ
る
期
日
と
各
臨
時
駐
車
場
で
の
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
公
園
課
☎
22

－

２
６
０
３

羊
山
公
園
内
の

駐
車
場
も
有
料
に
！

区　

分

一　

般

中
学
生
以
下

入園料

個
人

１
日
３
０
０
円

無　

料

団
体

１
人
に
つ
き

１
日
２
５
０
円

羊山公園に敷き詰められる“花の絨
じゅうたん

毯”
多くの人を魅了し、癒しを与える空間“芝桜の丘”
今年は、９種類、40万株以上の芝桜が
秩父の春を彩ります



　

中
心
市
街
地
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す

る
た
め
、
郊
外
に
臨
時
駐
車
場
を
設
け

て
、
国
道
１
４
０
号
お
よ
び
２
９
９
号

か
ら
の
車
両
を
誘
導
し
ま
す
。

　

な
お
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
臨
時
駐
車

場
お
よ
び
公
設
地
方
卸
売
市
場
臨
時
駐

車
場
は
利
用
者
の
た
め
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
臨
時
駐
車
場
利
用
に
つ
い
て
は
、
交

通
渋
滞
対
策
お
よ
び
環
境
対
策
事
業

（
広
報
・
誘
導
・
警
備
・
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
等
）
の
運
営
費
用
に
充
て

る
た
め
、
駐
車
整
理
料
の
ご
負
担
を

お
願
い
し
ま
す
。

　　

芝
桜
開
花
期
間
中
、
羊
山
公
園
を
利

用
さ
れ
る
方
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
生
活
課
☎
25

－

５
２
０
０

❺

　

芝
桜
開
花
期
間
中
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
次
の
10
日
間
を
対
象
と
し
て
、
交

通
渋
滞
の
緩
和
を
目
的
と
し
た
渋
滞
対

策
を
行
い
ま
す
。

対
象
日
（
10
日
間
）

渋
滞
対
策
内
容

①
電
車
に
よ
る
羊
山
公
園
へ
の
来
園
を

促
進

　

ポ
ス
タ
ー
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

て
、
電
車
で
の
来
園
を
促
進
し
ま
す
。

②
来
園
者
の
車
両
誘
導

　

羊
山
公
園
内
道
路
と
ア
ク
セ
ス
道
路

の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

○
坂
氷
交
差
点
の
渋
滞
対
策
、
徒
歩
に

よ
る
来
園
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
羊
山
公
園
内
道
路
の
交
通
規
制

（
車
両
進
入
禁
止
）
を
行
い
ま
す
。

○
羊
山
公
園
内
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
道
路

交
通
規
制
予
定
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
５
時

※
交
通
渋
滞
対
策
を
行
う
期
日
（
時
間

帯
）
は
、
交
通
規
制
の
た
め
羊
山
公

園
内
の
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

秩父市役所

P
芝桜開花期間中　１回限り有効

自家用車（自動車（軽含む）・二輪車）のみ

※	満車の場合は、ご利用いただけないことがあります。
※	４月18日～５月６日の土・日・祝日（交通対策実施日）は、
公園内一般車両進入禁止のため、ご利用いただけません。
※	この券の複製・コピーによる使用はできません。

有料期間中　１回限り有効（４人まで）

※	この券を芝桜の丘内の入園券売場に持参のうえ、無料入
園券と引き換えてください。
※	４月１日～５月10日（午前８時～午後５時）までのうち、
芝桜の見ごろの期間に限り有料になります。
※	この券の複製・コピーによる使用はできません。

キ

リ

ト

リ

キ

リ

ト

リ

キ リ ト リ

③③

平成21年度
羊山公園芝桜の丘　無料入園券

引　換　券

平成21年度

羊山公園内駐車場利用券

開
花
期
間
中

交
通
渋
滞
対
策
を
行
い
ま
す

４月

18
日
㈯
、
19
日
㈰
、
25
日
㈯
、

26
日
㈰
、
29
日
㈬
昭
和
の
日

５月

２
日
㈯
、
３
日
㈰
憲
法
記
念
日
、

４
日
㈪
み
ど
り
の
日
、
５
日
㈫
こ

ど
も
の
日
、
６
日
㈬
振
替
休
日

※
無
料
入
園
券
と
駐
車
場
利
用
券
は
、

市
報
ち
ち
ぶ
４
月
号
に
も
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

多くの方が利用するシャトルバス



2009年3月号

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
は
、
地
域
の
子
育
て
を
応
援
す
る
た

め
、
育
児
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い
人
と

支
援
で
き
る
人
と
を
つ
な
ぐ
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
員
組
織
で
す
。

﹁
少
し
の
間
子
ど
も
を
見
て
く
れ
る
人

が
い
れ
ば
⋮
﹂

﹁
仕
事
で
迎
え
が
間
に
合
わ
な
い
。
代
わ

り
に
行
っ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
⋮
﹂

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
声
に
応
え
る
た
め
、
地
域
の

人
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、
子
育

て
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
会
員
組
織

を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
末
現
在
、
依
頼
会
員
₆5
人
、
協

力
会
員
5₉
人
、
両
方
会
員
1₇
人
が
登
録

し
て
い
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る
方
は

❻

（例）
◦保育所（園）や学童保育等へのお迎えや帰宅後のお預かり
◦保護者の急用や病気の時のお子さんのお預かり
◦病気回復期の乳幼児や小学生のお預かり
◦冠婚葬祭による外出などの時のお子さんのお預かり

　お願い

できますか？

曜　日 利　用　時　間 利 用 料 金

月～金
午前８時～午後７時 １時間６００円
午前８時前、午後７時以降 １時間７００円

土・日
祝日

午前８時～午後７時 １時間７００円
午前８時前、午後７時以降 １時間８００円

利用料金

※１時間を超えた場合は、₃0分単位（半額）とします。
※病気回復期の乳幼児や小学生をお預かりする場合には、上

記利用料金の半額を市が負担します。（通院中の病院の薬袋
等による確認が必要となります。）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

秩父ファミリー・
サポート・センター

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
人
が
会
員
に
な
れ
る
の
？

　

子
育
て
に
理
解
が
あ
り
、
育
児
の
援

助
を
行
い
た
い
方
（
協
力
会
員
）、
育

児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
依
頼
会

員
）、両
方
を
希
望
す
る
方（
両
方
会
員
）

協
力
会
員　

心
身
と
も
に
健
康
で
子
育
て

に
意
欲
の
あ
る
1₈
歳
以
上
の
方

依
頼
会
員　

生
後
６
か
月
～
小
学
校
６
年

生
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者

　

な
お
、
会
員
と
な
っ
た
方
は
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補
償

保
険
に
一
括
加
入
し
ま
す
。
な
お
、
保

険
代
は
当
セ
ン
タ
ー
が
負
担
し
ま
す
。

問
秩
父
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
秩
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
21

－

３
３
１
１

地
域
で
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

会員
募集

③事前打ち合わせ

④援　助　活　動

⑤報酬等の支払い

①申込み ②依　頼
手を　　　

借りたい

のですが…

任せて

ください！

活
動
期
間　

４
月
～
10
月
ま
で
の
毎
週
金

曜
日
、
午
前
７
時
～
９
時
の
お
お
む
ね

２
時
間
程
度
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）

※
初
回
は
、
４
月
３
日
㈮
午
前
７
時
か

ら
行
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

羊
山
公
園
﹁
芝
桜
の
丘
﹂

対　

象　

傾
斜
地
で
の
作
業
が
で
き
る

健
康
で
直
接
現
地
に
集
合
で
き
る
方 

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　

軍
手
、
移
植
コ
テ
（
小
さ
な
ス
コ
ッ

プ
）
な
ど
の
作
業
用
品

※
作
業
し
や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
公

園
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

申
込
期
間　

３
月

2₇
日
㈮
ま
で

そ
の
他　

駐
車

場
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
知
り

合
い
の
方
と
参

加
さ
れ
る
場
合

は
、
車
の
乗
り

合
わ
せ
に
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

申
・
問
公
園
課
☎
22

－

２
６
０
３


25

－

０
１
３
７
ko

en
@

city.ch
ich

ib
u
.lg.jp

　

今
年
も
芝
桜
植
栽
地
内
の
除
草
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

�
芝
桜
の
丘
�
を
皆
さ
ん
の
手
で
！

　除草ボランティアの皆さんには、活

動最終日となった昨年10月₃1日に、土

壌改良を実施した場所に新たな苗を植

栽していただきました。

　このように「芝桜の丘」は、多くの

皆さんのご理解とご協力により整備さ

れ、秋に植えた苗は冬の寒さを乗り越

え、今年も多くの人を魅了する「花の

絨
じゅう

毯
た ん

」になっていきます。

園
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こんなお手伝いも 園
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

園
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こんなお手伝いも
していただきました！

早朝に行われる除草作業の様子



❼

日 月 火 水 木 金 土
３/８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 ４/１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
３月12日・26日
４月９日 ３月29日 ３月29日を除く

土・日曜・祝日
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明、所得課税証明書などの発
行

③転入、転出、転居届等の事務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人
保健に関する業務

⑥保育所、児童手当、子育て支援
等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明書や所得課税
証明書などの発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手
続きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

ご寄附ありがとうございました
　次の方から、社会福祉のた

めに寄附をいただきました。

温かな善意に感謝し、ご紹介

します。（平成21年１月）

▼16日、宗福寺様（井上周二

住職）から20,000円

今月の防災・防犯話し合いテーマ
家族全員の連絡先（職場・学校・塾等）を知っておきましょう

　

こ
れ
に
よ
り
、
寄
附
金
累
計
は
、
16

件
９
６
０
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
寄
附
金
は
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た

方
の
希
望
さ
れ
た
「
お
品
書
き
」（
使

い
道
）
に
沿
っ
た
事
業
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
寄
附
に
あ
た
り
、
次
の
一
言
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

希
望
さ
れ
た「
お
品
書
き
」（
使
い
道
）

環
境
に
優
し
い
秩
父
づ
く
り

　

１
件　

１
０
０
，
０
０
０
円

お
も
て
な
し
の
心
で
迎
え
る
秩
父
づ
く
り

　

１
件　

２
０
，
０
０
０
円

助
け
あ
い
温
も
り
の
秩
父
づ
く
り

　

１
件　

３
０
，
０
０
０
円

使
い
道
は
お
ま
か
せ

　

５
件　

１
４
５
，
０
０
０
円

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を

実
施
し
て
、
多
く
の
方
か
ら
の
寄
附
を

募
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

自
然
豊
か
な
ま
ち
な
の
で
、
も
っ
と
観

光
が
盛
ん
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い

寄
附
い
た
し
ま
す
。（
匿
名
希
望
様
）

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
に
よ
り
広
く
寄
附
を
募
っ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
10
月
か
ら
今
年
１
月
ま
で
の
４
か
月
間
に
、
新
た

に
８
件
２
９
５
，
０
０
０
円
の
温
か
い
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご寄附をいただいた方

小門　昇様（埼玉県本庄市在住）　　 30,000円

匿名希望様（兵庫県姫路市在住）　　 20,000円

匿名希望様（埼玉県さいたま市在住） 30,000円

匿名希望様（埼玉県越谷市在住）　 100,000円

匿名希望様（東京都世田谷区在住） 50,000円

匿名希望様（埼玉県秩父市在住）　　 20,000円

匿名希望様（埼玉県日高市在住）　　 15,000円

匿名希望様（群馬県神流町在住） 30,000円

　

進
学
や
就
職
な
ど
で
引
越
し
の
多
い

時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
（
住
民
票
）
は
、
皆

さ
ん
の
居
住
関
係
を
記
録
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
る
も

の
で
す
。
引
越
し
を
し
て
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き
や
、
世
帯
構
成
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
14
日
以
内
に
（
転
出
す
る
際
は

あ
ら
か
じ
め
）
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
住
所
は
生
活
の
拠
点
と
な
る

と
こ
ろ
を
正
し
く
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

　

窓
口
に
て
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
届
出
の
際
は
、
窓
口
に
来

る
方
の
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
22

－

２
２
１
１

（
内
線
１
１
１
７
・
１
１
１
８
）

引
越
し
を
す
る
と
き
は

住
民
異
動
届
を
し
ま
し
ょ
う

市税等の納め忘れは
ありませんか？

　市税等（市県民税、固定資産税・
都市計画税、軽自動車税、国民健康
保険税）の通常の納期限は、３月２
日をもってすべて到来しました。
　納付を忘れた市税がないか、確認
をお願いします。
問収納課☎２２－２２１０
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投
票
日　

４
月
12
日
㈰

投
票
開
始
時
間　

午
前
７
時
か
ら

※
終
了
時
刻
は
投
票
所
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
投
票
所
入
場
券
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
元
年
４
月

13
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
本
年
１
月

４
日
ま
で
に
秩
父
市
に
住
民
登
録
さ
れ
、

引
き
続
き
本
市
に
居
住
し
、
秩
父
市
の
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

　

３
月
19
日
以
降
、
市
内
転
居
の
届
出

を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
の
投
票
所

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
入
場
券
が
届
い
た
ら
、
記
載

内
容
を
確
か
め
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。
投
票
所
へ
は
入
場
券
を
各
自

で
切
り
離
し
、
本
人
の
入
場
券
だ
け
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど

で
投
票
で
き
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と　

き　

４
月
６
日
㈪
〜
４
月
11
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

期
日
前
投
票
所　

本
庁
舎
４
階
会
議
室

お
よ
び
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所

※
ど
ち
ら
の
期
日
前
投
票
所
で
も
投
票

が
で
き
ま
す
。
入
場
券
を
持
参
の
う

え
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　

朝
日
・
埼
玉
・
産
経
・
東
京
・
日
経
・

毎
日
・
読
売
の
朝
刊
に
折
込
み
、
配
布

し
ま
す
。
こ
の
他
の
新
聞
を
購
読
の
方

お
よ
び
購
読
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。
ま
た
、
市

役
所
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所

お
よ
び
各
公
民
館
で
も
配
布
し
ま
す
。

投
票
日
お
よ
び
投
票
時
間

秩
父
市
長
選
挙

秩
父
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

軽自動車や原付自転車を廃棄・譲渡した方
または

3月末までに廃棄・譲渡の予定の方
３月末までに手続きを！

　軽自動車税は、毎年４月1日現在に軽自動車等を所有
している方に課税されます。
　廃棄、譲渡、転出をした場合には、３月末までに廃車
や名義変更等の手続きをしてください。手続きがない場
合は、その年度の軽自動車税は旧所有者等に課税するこ
とになります。また、所有者が死亡したときは、必ず名
義変更等をするようお願いします。
　詳細については、下記窓口にお問い合わせください。

※盗難や紛失の場合は、必ず警察へ届け出てから廃車の
手続きをしてください。
※車種により、取扱窓口が異なります。
※軽自動車等は、４月２日以降に廃車や譲渡をされても、
その年度分の税金は納めていただくことになります。

問課税課諸税担当　☎２２－２２１１（内線１２７７）

車　　　種 取　扱　窓　口
原動機付自転車（125cc以下）
ミニカー、小型特殊自動車

市役所課税課
吉田・大滝・荒川総合支所総務課

二輪の軽自動車
（125cc超250cc以下）
二輪の小型自動車（250cc超）

関東運輸局埼玉運輸支局
熊谷自動車検査登録事務所
☎050－5540－2027
（テレホンサービス）

三・四輪の軽自動車
軽自動車検査協会
　埼玉事務所熊谷支所
　☎048－574－1662

4/12日　

市
民
の
代
表
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

　

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

秩
父
市
で
投
票
で
き
る
方

市
内
で
転
居
さ
れ
た
方
の
投
票

投

票

所

入

場

券

期

日

前

投

票

選
挙
公
報
の
配
布

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
携
帯
電
話
や
パ

ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
を
使
っ
た
開
票
速
報

の
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、下
の
方
法
に
よ
り「
よ

い
ま
ち
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
に
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
市
の
事
業
や
取
り

組
み
に
関
す
る
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
も

随
時
配
信
し
ま
す
の
で
、
回
答
へ
の
ご

協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。

※
開
票
速
報
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

（
☎
０
１
８
０

－

９
９
４

－

９
３
４
）

で
も
確
認
で
き
、
開
票
結
果
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
22

－

８
２
０
０

開

票

速

報

■携帯電話から
ＱＲコード読み取り機能付の
携帯電話はこちらから

▲ ▲ ▲

ＱＲコード読み取り機能のない携帯電話は
ＵＲＬ：https://yoimachi.city.chichibu.lg.jp/entry
を直接入力してください！
※携帯電話でメールの受信制限をしている方は、よい
まちモニター事務局からのメールが届くようにcity.
chichibu.lg.jpを受信可能に設定してから登録をお願い
します。
■パソコンから
　市ホームページのトップ画面左上「よいまちモニター」
のバナーをクリックして、登録画面へ！

《よいまちモニター会員登録方法》



❾

いよいよ
スタート！ パスポート（旅券）申請方法のご案内

　４月１日㈬からパスポートの申請・交付業務を開始します。
　新規や切替の申請については、下表をご覧ください。
　なお、パスポートを受領する際は、必ず本人が市民課の窓口で受
けとることになりますのでご注意ください。また、紛失や盗難、焼
失、損傷、記載事項の訂正などについては、お問い合わせください。
問市民課☎２２－５３４８

申請に必要な書類（新規・切替）

１ 一般旅券発給申請書　１通
（申請書は市役所にあります。）

①10年有効旅券と５年有効旅券で申請書が異なりますのでご注意ください。
②未成年者（20歳未満）は、５年有効旅券のみの申請となります。

２ 戸籍抄本または謄本　１通
（６か月以内に発行されたもの）

①有効旅券をお持ちの方で、氏名・本籍（都道府県）に変更がない方は省略できます。
②同一戸籍内にある２人以上の方が同時に旅券の申請をする場合は、戸籍謄本の場合１
通とすることができます。

３

写真　１枚
（６ヶ月以内に撮影したもの）

①ふちなしで左図の規格をみたしたもの（※機械処理のため、顔の大きさ、頭上の余白
等が規格に合わない場合は撮り直しをしていただきます。）

②申請者本人のみが撮影されたもの
③正面向き、無帽、無背景、影なし
④カラー、白黒どちらでも可
※ふさわしくない写真
・不鮮明、変色、傷のついているもの
・マスク、髪が覆う等で顔が確認しにくいもの
・目元がはっきりしないもの（眼鏡のレンズが反射しているもの、濃い色の眼鏡をかけ
たもの、カラーコンタクト着用のもの、髪が目にかかっているもの、目元が影になっ
ているもの）

・人物および着衣が背景と同一色で区別のつきにくいもの
・髪にヘアバンド、リボン、髪飾り、スカーフ等により、本人確認上支障のあるもの
・表情が平常と著しく異なるもの（大笑いしている等）
※写真は旅券に転写されますので画質も重要です。ボックス写真、デジタルカメラを利
用する場合は特に注意が必要です。

４

本人確認の書類
有効な原本（コピーは不可）

※代理人が申請する場合は、申請者本
人と代理人の方それぞれの分が必要
です。

①１点でよい書類
日本国旅券・運転免許証・住基カード（写真付き）・船員手帳・海技免状・猟銃等所
持許可証・戦傷病者手帳・宅建取引主任者証・電気工事士免状・無線従事者免許証・
官公庁職員身分証明書・身体障害者手帳（偽造防止、写真付き）

②２点必要な書類
健康保険証・国民健康保険証・船員保険証・共済組合員証・年金証書等、介護保険証・
印鑑登録証明書および実印・後期高齢者医療被保険者証・その他写真付きの身分証明
書（学生証・社員証・公的な資格証明書など）

５ 以前取得した旅券 ①有効な旅券をお持ちの方は、有効旅券を提出しないと申請ができません。
②以前に旅券を取得された方は、失効していてもそのパスポートをお持ちください。

６ 住民票　１通（秩父市に住民票のある方は不要） 居所申請で市外に住民票がある場合は住民票が必要です。

パスポートの紛失・盗難・焼失・損傷・記載事項の訂正などの場合は、市民課（☎２２－５３４８）に、お問い合わせください。

受付時間
申請 月～金曜日（午前９時～午後４時30分）

月～金曜日（午前９時～午後４時30分）

受領 ※第２・４木曜日は午後７時15分まで

※毎月最終日曜日（午前９時～午後４時30分）

※土曜日・祝日・年末年始（12／29～1／3）は業務を行いません。

申請手数料
種　　類 収入印紙 埼玉県

収入証紙 合　　計

有効期間：10 年 14,000 円 2,000 円 16,000 円
有効期間：５年 9,000 円 2,000 円 11,000 円
12 歳 未 満 用 4,000 円 2,000 円 6,000 円
※手数料は、パスポートを受け取るときに収入印紙と埼玉県収入
証紙で納めていただきます。

（
原
寸
大
）

秩父市は、秩父夜祭のユネスコ世界無形文化遺産登録に向けてチャレンジしています！
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福
祉
手
当
・
福
祉
医
療
費

ご
存
じ
で
す
か
？

対　

象　

障
が
い
が
あ
る
た
め
、
常
時

介
護
が
必
要
な
20
歳
未
満
の
方

　

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

一
定
期
間
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

手
当
額　

月
額
１
４
，
３
８
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

・
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
方

○
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

２
つ
以
上
あ
る
方

○
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が
１

つ
あ
り
、
さ
ら
に
国
民
年
金
法
２
級
程

度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
方

○
肢
体
不
自
由
で
、
国
民
年
金
法
１
級

程
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護
が
必
要

な
方

○
内
部
障
が
い
お
よ
び
そ
の
他
疾
患
で
、

国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が
い
が

あ
り
、
絶
対
安
静
の
方

○
精
神
障
が
い
（
知
的
障
が
い
含
む
）

で
、
国
民
年
金
法
１
級
程
度
の
障
が

い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
特
別
な
介
護
が
必
要
な
方

※
た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、

一
定
期
間
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
も
申
請
で
き
ま
す
。

手
当
額　

月
額
２
６
，
４
４
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
社
会
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
方

・
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３

か
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

対　

象　

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
20
歳

未
満
の
方
を
家
庭
に
お
い
て
育
て
て
い

る
方

※
障
が
い
が
あ
る
方
と
は
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
認
定
診
断
書
に
よ
り
一

定
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

方
（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
、
２
級
、
３
級
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、

Ｂ
を
お
持
ち
の
方
）
で
す
。

※
た
だ
し
、
同
居
の
家
族
に
一
定
以
上

の
所
得
が
あ
る
場
合
は
支
給
停
止
と

な
り
ま
す
。

手
当
額　

障
が
い
に
応
じ
て
、
１
級
、

２
級
に
分
か
れ
ま
す
。
１
級
の
重
度
の

場
合
、
月
額
５
０
，
７
５
０
円
、
２
級

の
中
度
の
場
合
、
月
額
３
３
，
８
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

※
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

対　

象　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２

級
、
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
を
お
持
ち
で
、

在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
市
民
税
非
課

税
の
方

手
当
額　

月
額
５
，
０
０
０
円

※
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
他
の
手
当
を
受
け
て
い
る
方

・
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

対　

象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
、
２
級
、
３

級
を
お
持
ち
の
方

○
療
育
手
帳
Ⓐ
、
Ａ
、
Ｂ
を
お
持
ち
の

方
○
65
歳
以
上
で
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
の
「
障
害
認
定
」
を

受
け
た
方

②
特
別
障
害
者
手
当

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

④
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
手
当

⑤
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
親
ま
た
は
養

育
者

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
児
童

○
未
婚
の
母
で
父
が
い
な
い
児
童
（
認

知
さ
れ
て
い
る
児
童
も
対
象
）

○
そ
の
他
の
理
由
で
父
が
い
な
い
児
童

※
た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

等
に
一
定
額
以
上
の
「
所
得
」
が
あ

る
と
き
は
、
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
申
請
者
や
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所

を
有
し
な
い
と
き

○
申
請
者
や
児
童
が
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○
児
童
福
祉
施
設
等
（
母
子
生
活
支
援

施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し
て
い

る
と
き

○
そ
の
他
状
況
に
よ
り
該
当
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

手
当
額　

児
童
１
人
の
場
合
は
、
所

得
に
応
じ
て
、
全
部
支
給
（
月
額
４
１
，

７
２
０
円
）
と
一
部
支
給
（
所
得
に
よ
り
、

月
額
４
１
，
７
１
０
円
〜
９
，
８
５
０

円
ま
で
）
の
２
区
分
に
な
り
ま
す
。

⑥
児
童
扶
養
手
当

※
「
児
童
」
と
は
、
18
歳
に
な
る
日

以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

お
子
さ
ん
ま
た
は
20
歳
未
満
で
一

定
の
障
が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

福
祉
に
関
す
る
手
当
・
医
療
制
度
に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。
該

当
す
る
場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
で
に
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
新
た
に
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
障
害
児
福
祉
手
当
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⑦
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
皆
さ
ん
が
、
医

療
保
険
制
度
で
医
療
を
受
け
た
場
合
に
、

支
払
っ
た
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。

対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
家
庭

○
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

○
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
児
童

○
そ
の
他
の
理
由
で
父
ま
た
は
母
が
い

な
い
児
童

※
た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
た

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
支
給
対
象
者
は
除
き

ま
す
。

※
「
児
童
」
と
は
、
⑥
児
童
扶
養
手
当

と
同
じ
㊟
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
が
医
療
保
険
制
度
で
医
療
を

受
け
た
場
合
に
、
支
払
っ
た
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

対　

象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
医
療

保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
子
ど
も
で

す
。（
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
・
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
支
給
対
象
者
は

除
き
ま
す
。）

申　

請　

出
生
・
転
入
時
に
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
手
続
き
が

済
ん
で
い
な
い
方
は
届
出
し
て
く
だ
さ

い
。

受
給
期
間　

申
請
日
か
ら
、
満
10
歳
に
達

し
た
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

保
険
の
変
更　

加
入
医
療
保
険
に
変
更
が

あ
っ
た
時
は
、
速
や
か
に
届
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
医
療
費
の
請
求
は
、
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

問
①
〜
⑤
は
、
社
会
福
祉
課

　

☎
22

－

２
２
１
１

（
内
線
１
１
６
７
・
１
１
６
８
）

　

⑥
〜
⑧
は
、
こ
ど
も
課

　

☎
22

－

２
２
１
１

（
内
線
１
１
８
３
・
１
１
８
４
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

⑧
こ
ど
も
医
療
費

平成21年度分の福祉タクシー利用券

市の福祉サービス
ご利用ください

対　象
①身体障害者手帳１級、２級、３級の方
②療育手帳Ⓐ、Ａ、Ｂの方
③精神障害者保健福祉手帳１級の方
※ただし、自動車等燃料費補助を受けている方は除きます。
交付枚数　１年度24枚
利用方法　１回の利用に１枚を使用し、初乗り基本料金を補助
申込受付　４月２日㈭から手帳と印鑑を持って、社会福祉課または
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課までお越しください。
※４月１日以降、平成20年度分の利用券は使用できませんので、残
券はお返しください。

問社会福祉課　☎２２－２２１１（内線１１６８）
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２
　大滝☎５５－０８６５
　荒川☎５４－２１１６

自動車等の燃料費の一部を補助
対　象　市内にお住まいで、個人所有の自動車（原動機付自転車含）
を運転している次のいずれかに該当する在宅重度心身障がいの方
※秩父市福祉タクシー利用券および難病患者通院交通費補助金を交
付されている方は除きます。
①身体障害者手帳１級、２級、３級の方
②療育手帳Ⓐ、Ａ、Ｂの方
③療育手帳Ⓐ、Ａ、Ｂを所持する知的障がい者と同居し、移動支援
を行っている方　　　
④精神障害者保健福祉手帳１級の方
補助額　使用した燃料１リットルにつき50円とし、１か月の補助対
象量は自動車30リットル、バイク10リットルが限度
申請方法　次の書類を持って、社会福祉課または吉田・大滝・荒川
総合支所市民福祉課で申請してください。なお、補助金の受給資格
は、認定された月から発生します。
①身体障害者手帳、療育手帳または精神障害者保健福祉手帳
②運転免許証
③自動車検査証または標識交付証明書

平成21年度　敬老入浴券
対　象　市内に居住する満65歳以上の方
利用回数　家庭に入浴設備のある方は月１回、設備のない方は月３回
に限り無料でご利用いただけます。
利用施設　市内公衆浴場（たから湯・クラブ湯）
利用期間　４月１日㈬～平成22年３月31日㈬まで
申込受付　４月１日㈬から
※平成21年度中に65歳になる方は、その時点で申請してください。

ペットボトルのキャップで世界の子どもに「ポリオワクチン」を届けよう
市役所をはじめ、市内の公共施設やその他の施設、一部の医療機関などでキャップの回収を行っています

申・問高齢者介護課　☎２２－２２１１（内線１１７３）
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
　吉田☎７２－６０８２
　大滝☎５５－０８６５
　荒川☎５４－２１１６
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こ
の
施
設
は
、
一
般
に
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
10
〜
15
人
ぐ
ら
い
の
グ
ル
ー

プ
で
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な

心
を
育は

ぐ
く

み
、
協
調
性
な
ど
人
間
関
係
に

　

４
月
１
日
㈬
か
ら
、
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
森
、

旧
パ
ー
３
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
内
に
あ
る
「
森
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
」
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
こ

こ
で
培つ

ち
か

わ
れ
た
信
頼
関
係
を
支
え
に
し

て
、
自
分
の
世
界
か
ら
一
歩
を
踏
み
出

す
勇
気
を
経
験
す
る
こ
と
も
で
き
る
教

育
体
験
施
設
で
す
。

「ハイエレメント」を見上げる

「電柱でござる」の体験

「てつなぎトラバース」を体験

大脱走（ウォール）の体験

施
設
利
用
の
特
徴

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
を
利
用
す

る
場
合
は
、
利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
に
支

援
者
と
呼
ば
れ
る
指
導
者
が
付
き
添
い

ま
す
。

　

支
援
者
は
、
活
動
が
安
全
に
行
え
る

よ
う
配
慮
し
た
り
、
活
動
を
通
し
て
お

互
い
が
最
も
効
率
的
に
学
び
あ
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
提
供
し
た
り
し
て
活
動
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

施
設
の
概
要

　

低
い
位
置
に
設
定
さ
れ
た
施
設

（
ロ
ー
エ
レ
メ
ン
ト
）
で
は
、
仲
間
と

と
も
に
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
グ

ル
ー
プ
の
信
頼
関
係
を
徐
々
に
形
成
し

て
い
き
ま
す
。
一
方
、
高
さ
６
〜
10
ｍ

に
設
定
さ
れ
た
施
設
（
ハ
イ
エ
レ
メ
ン

ト
）
で
は
、
メ
ン
バ
ー
に
安
全
を
確
保

し
て
も
ら
い
な
が
ら
挑
戦
す
る
も
の
で
、

そ
れ
ま
で
に
築
い
て
き
た
信
頼
関
係
を
、

よ
り
強
い
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
一

歩
を
踏
み
出
す
勇
気
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
を
盛
り
込
ん
だ
、
新
し
い
タ
イ

プ
の
仕
様
を
採
用
し
て
お
り
、
車
椅
子

の
方
や
、
体
の
不
自
由
な
方
を
含
ん
だ

グ
ル
ー
プ
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
団
結
の
た
め
、
ま
た
企
業

研
修
と
し
て
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
付
し
ま
す
。

申
込
先　

㈱
秩
父
開
発
機
構

☎
23

－

１
０
０
２　


23

－

１
０
５
０

申
込
時
の
確
認
事
項

・
利
用
団
体
名

・
責
任
者
の
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先

・
利
用
者
全
員
の
氏
名
、
年
齢

・
利
用
希
望
の
日
お
よ
び
時
間
（
第
２
、

第
３
希
望
も
ご
準
備
く
だ
さ
い
。）

・
利
用
の
目
的

利
用
対
象　

小
学
校
４
年
生
以
上
で
、

10
〜
15
人
の
グ
ル
ー
プ

利
用
料
金　

市
報
ち
ち
ぶ
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他

・
２
週
間
前
ま
で
の
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。

・
利
用
日
は
、
支
援
者
と
の
日
程
調
整

が
必
要
な
た
め
、
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
活
動
時
間
は
約
３
時
間
で
す
。

・
家
族
で
の
ご
利
用
は
、
10
〜
15
人
と

な
る
よ
う
、
複
数
家
族
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

「
森
の
キ
ャ
ン
パ
ス

　

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
」
の
ご
利
用
を
！

森のキャンパスアドベンチャーコースの体験



　

昨
年
10
月
11
〜
14
日
ま
で
、
ヤ
ソ
ト

ン
市
か
ら
パ
ン
サ
イ
チ
ュ
ア
市
長
を
始

め
と
す
る
61
人
の
龍
勢
交
流
団
が
秩
父

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
龍
勢
祭
で
は
、
特

別
桟
敷
で
龍
勢
を
観
覧
し
な
が
ら
、
栗

原
市
長
と
こ

れ
か
ら
の
両

市
の
交
流
に

つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま

し
た
。
バ
イ

オ
マ
ス
施
設

や
学
校
訪
問
、

県
庁
へ
の
表

敬
訪
問
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

文
化
交
流
の

一
環
と
し
て
、

「
子
ど
も
作

品
展
」
を
開

催
し
ま
し

た
。
両
市
の

子
ど
も
た
ち

が
心
を
込
め

た
絵
画
や
書

な
ど
の
作
品

は
、
江
陵
市
芸
術
文
化
館
、
秩
父
市
芸

術
文
化
会
館
な
ど
で
展
示
さ
れ
、
両
市

民
の
称
賛
を
浴
び
ま
し
た
。

秋
の
２
回
、
市
内
外
国
人
を
対
象
に
日

本
語
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
受
講

生
の
皆
さ
ん
は
、
講
師
の
増
井
ま
ゆ
み

先
生
の
指
導
の
も
と
、
簡
単
な
日
常
会

話
な
ど
の
日
本
語
を
楽
し
く
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
文
化
体
験
ク
ラ
ス
を

開
催
し
、
受

講
生
の
皆
さ

ん
は
初
め
て

の
琴
、
茶
道

の
体
験
を
す

る
と
と
も

に
、
料
理
教

室
で
は
秩
父

の
伝
統
料
理

「
お
っ
切
り
込
み
」
な
ど
を
作
り
、
秩

父
の
味
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
25
日
〜
８
月
７
日
ま
で
、

ア
メ
リ
カ
・
ア
ン
チ
オ
ッ
ク
市
を
派
遣

生
５
人
と
引
率
教
諭
１
人
が
訪
問
し
ま

し
た
。
ま
た
、
８
月
３
日
〜
16
日
ま
で
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ワ
リ
ン
ガ
ー
市
を

派
遣
生
４
人
と
引
率
教
諭
１
人
が
訪
問

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
滞
在
中
の
２
週

間
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
言

語
の
違
い
、
歴
史
や
文
化
、
生
活
習
慣
、

食
生
活
な
ど
の
違
い
を
肌
で
感
じ
、
多

く
の
経
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

13

国際交流
ニュース

文
化
交
流
の

秩
父
市
青
少
年
海
外
派
遣
団
が

姉
妹
都
市
を
訪
問

敬
訪
問
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

秩
父
市
・
江
陵
市
で

「
子
ど
も
作
品
展
」
を
開
催

室
で
は
秩
父

の
伝
統
料
理

「
お
っ
切
り
込
み
」
な
ど
を
作
り
、
秩

姉
妹
都
市
タ
イ
王
国

ヤ
ソ
ト
ン
市
と
交
流

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

台
所
か
ら
世
界
を
知
る

「
世
界
の
料
理
教
室
〜
韓
国
編
〜
」

江陵市での展示風景

▲アンチオック市訪問団

　

昨
年
12
月
７
日
、
歴
史
文
化
伝
承
館

に
お
い
て
「
世
界
の
料
理
教
室
〜
韓

国
編
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
料
理
を
通
じ
て
外
国
の
食
文
化
に

触
れ
、
国
際
理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う

目
的
で
、
講
師
に
は
韓
国
出
身
の
万
田

蘭
喜
さ
ん
を

迎
え
、
日
本

で
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
「
チ

ヂ
ミ
」「
キ

ン
パ
ッ
プ
」

な
ど
を
作
り
、

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

秩
父
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
春
と

　

今
年
度
、
秩
父
日
韓
親
善
協
会
で

は
、
姉
妹
都
市
江
陵
市
と
の
青
少
年

▼ワリンガー市訪問団

タイ民族舞踊の披露

天ぷらにもチャレンジたいへんおいしくできました

　秩父市国際交流協会では、海外姉
妹・友好都市との交流をはじめ、国際
理解の促進、外国人支援の推進などを
目的として、さまざまな事業を行って
います。
問秩父市国際交流協会（市民生活課）
　☎２５－５２００
seikatsu@city.chichibu.lg.jp

平成21年　勤労青少年の標語
『日々成長　未来の自分は無限大』　秩父市勤労青少年ホーム
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事
業
の
目
的

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
、
10
年
、

20
年
先
を
見
据
え
た
将
来
の
た
め
の
事

業
で
、「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

の
贈
り
物
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
的
は
、

①
森
林
の
再
生
と
保
全

②
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
対
応

③
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

④
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
の
振
興

⑤
新
規
産
業
と
雇
用
の
創
出
に
よ
る
地

域
の
活
性
化

⑥
環
境
学
習
の
推
進

で
す
。
い
ず
れ
も
大
き
な
目
的
で
あ
り
、

１
歩
ず
つ
前
に
進
め
て
い
ま
す
。

運
転
方
法

　

毎
日
、
シ
ス
テ
ム
を
起
動
・
停
止
す

る
Ｄ
Ｓ
Ｓ
（
デ
イ
リ
ー
・
ス
タ
ー
ト
・

ス
ト
ッ
プ
）
運
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

機
械
の
操
作
は
、
市
の
事
務
職
員
で

も
で
き
る
作
業
で
す
。
通
常
は
、
数
時

間
ご
と
に
炭
排
出
用
ド
ラ
ム
缶
の
交
換

程
度
で
、
原
料
チ
ッ
プ
の
乾
燥
機
へ
の

投
入
、
ガ
ス
化
炉
へ
の
投
入
、
排
炭
等

す
べ
て
自
動
で
行
わ
れ
、
省
力
化
さ
れ

て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
目
標
と
成
果

　

発
電
所
が
本
格
稼
働
を
始
め
た
19
年

度
は
、
１
日
12
時
間
、
年
間
３
０
０
日

の
運
転
を
目
指
し
、
安
定
か
つ
安
全
で

ス
ム
ー
ズ
な
継
続
運
転
等
を
目
標
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
年
間
２
７
６
日
、
１

日
平
均
10
時
間
の
運
転
が
行
え
、

13
万
３
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
電
気
と
１
，

１
６
８
ト
ン
、
68
ギ
ガ
カ
ロ
リ
ー
の
温

水
を
吉
田
元
気
村
に
供
給
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
か
ら
は
、
今
ま
で
な
ら

そ
の
場
に
残
さ
れ
る
バ
イ
オ
マ
ス
（
残

材
）
７
０
１
立
方
メ
ー
ト
ル
を
調
達
し
、

約
16
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
整
備
に

貢
献
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
コ
ジ
ェ
ネ
が
生
産
し
た
熱

と
電
気
は
、
化
石
燃
料
を
使
用
し
た
と

き
に
は
２
３
４
ト
ン
に
換
算
で
き
る
量

の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
削
減
し

た
こ
と
に
な
り
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

も
貢
献
し
ま
し
た
。

地
域
実
証
事
業

　

さ
ら
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
調
達
か
ら

加
工
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
利
用
ま
で
を
含
め
た
総
合
的

な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
地
域
シ
ス

テ
ム
実
証
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

間
伐
材
等
を
チ
ッ
プ
加
工
場
に
供
給
し
、

燃
料
チ
ッ
プ
を
調
達
す
る
シ
ス
テ
ム
へ

の
移
行
や
、
林
道
脇
等
の
現
場
で
の

チ
ッ
プ
加
工
を
想
定
し
た
チ
ッ
プ
化
実

験
、
通
常
と
異
な
る
形
状
の
チ
ッ
プ
に

よ
る
ガ
ス
化
発
電
実
験
、
連
続
運
転
時

の
シ
ス
テ
ム
特
性
を
把
握
す
る
た
め
の

24
時
間
連
続
運
転
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て

夜
間
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
へ
温
風
を
供
給

す
る
実
験
な
ど
も
行
い
、
結
果
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
〜
そ
の
役
割

　

地
域
の
循
環
型
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
を
推
進
す
る

エ
ン
ジ
ン
部
分
が
必
要
で
す
。

　

吉
田
元
気
村
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

は
、
ま
さ
に
こ
の
エ
ン
ジ
ン
部
分
で
、

地
域
の
未
利
用
の
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
の

収
集
・
輸
送
・
加
工
を
導
き
、
熱
と
電

気
に
変
換
し
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
、
さ
ら
に
、
副
産
物
の
炭
や
タ
ー

ル
、
燃
焼
後
の
排
ガ
ス
の
利
用
ま
で
含

め
て
循
環
型
を
検
討
し
て
い
く
モ
デ
ル

プ
ラ
ン
ト
で
す
。
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バイオマス発電の炭を販売中！

５ℓ入100円、90ℓ入500円、800ℓ入1,600円（袋返却）ほか

環
境
学
習

　

視
察
見
学
や
環
境
学
習
に
２
６
２
組
、

２
，
８
０
８
人
が
訪
れ
、
木
か
ら
ガ

ス
が
出
る
こ
と
や
装
置
の
小
さ
い
こ
と
、

自
動
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
へ
の
驚

き
と
と
も
に
、
温
暖
化
防
止
の
行
動
へ

の
意
識
づ
け
に
な
っ
た
な
ど
の
意
見
が

聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
目
標
と
取
組
状
況

　

本
年
も
安
定
か
つ
安
全
な
継
続
運
転

の
実
証
と
、
特
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の

把
握
に
力
点
を
置
い
て
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
適
切
な
オ
イ
ル
交
換
時

期
の
把
握
や
清
掃
頻
度
を
改
善
す
る
実

験
な
ど
の
効
果
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
初
の
実
用
機
と
し
て
運
転
日
数

は
５
０
０
日
、
エ
ン
ジ
ン
稼
働
時
間
も

５
千
時
間
を
超
え
、
未
知
の
領
域
を
進

ん
で
い
ま
す
。

　

将
来
は
、
起
動
・
停
止
操
作
と
炭
の

排
出
容
器
の
交
換
作
業
以
外
は
無
人
状

態
で
運
転
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
シ
ス

テ
ム
特
性
と
改
良
点
の
把
握
に
努
め
て

い
ま
す
。
夜
間
の
運
転
に
は
、
無
人
と

い
う
条
件
が
必
要
だ
か
ら
で
す
。

炭
の
有
効
利
用

　

発
電
所
で
は
１
日
当
り
約
６
０
０

リ
ッ
ト
ル
の
炭
が
で
き
、
こ
の
炭
は
１
，

１
０
０
℃
の
高
温
で
で
き
る
ア
ル
カ
リ

性
で
す
。

　

畑
の
土
壌
改
良
材
、
堆
肥
の
消
臭
剤

な
ど
に
利
用
さ
れ
、
農
作
物
へ
の
効
果

な
ど
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
の
期
待

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
固
定
床
ダ
ウ
ン

ド
ラ
フ
ト
型
の
ガ
ス
化
炉
を
備
え
た
小

型
で
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
す
。
ガ
ス
タ

ン
ク
等
は
設
け
ず
発
生
し
た
ガ
ス
で
直

接
エ
ン
ジ
ン
を
回
し
発
電
し
ま
す
。
自

動
化
さ
れ
て
い
て
良
い
、
長
期
間
運
転

し
て
成
果
を
出
し
て
欲
し
い
な
ど
、
国

か
ら
も
評
価
や
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
乾
燥
機
で
は
シ
ス
テ
ム

か
ら
回
収
し
た
温
風
で
原
料
チ
ッ
プ
を

乾
燥
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
水
分
が
50
％

も
あ
る
状
態
か
ら
で
も
０
〜
２
％
程
度

ま
で
乾
燥
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
、
ガ
ス
化
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
理

由
で
あ
る
と
専
門
家
か
ら
の
評
価
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

複
合
型
の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
推
進

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
に
は
、
平
成
19

年
10
月
か
ら
「
て
ん
ぷ
ら
油
リ
サ
イ
ク

ル
工
場
」
を
併
設
し
、
家
庭
や
学
校
給

食
調
理
場
な
ど
の
廃
食
油
か
ら
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
製
造

し
、
公
用
車
で
利
用
し
て
い
ま
す
。
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
か
ら
の
電
気
を
使
っ

た
ク
リ
ー
ン
燃
料
製
造
で
す
。
今
後
も
、

食
物
残
さ
等
の
利
用
も
含
め
た
他
の
バ

イ
オ
マ
ス
と
も
連
携
し
た
複
合
型
の
バ

イ
オ
マ
ス
利
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
、
将
来
に

良
好
な
環
境
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め

に
は
、
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
化
石

燃
料
の
燃
焼
に
と
も
な
い
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
２

の
排
出
を
減
ら
す
た
め
に
、
環
境

に
や
さ
し
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
、

大
量
生
産
・
大
量
消
費
を
改
め
、
資
源

の
循
環
利
用
を
進
め
る
こ
と
な
ど
が
必

要
で
す
。

　

平
成
18
年
に
秩
父
で
行
っ
た
「
ト
イ

レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
、
当
時
の
環
境

省
の
炭
谷
事
務
次
官
は
、「
人
が
生
き

て
い
く
に
は
、
福
祉
と
同
じ
よ
う
に
環

境
が
大
切
だ
。」
と
い
う
講
演
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

温
暖
化
の
影
響
に
よ
り
、
台
風
の
大

型
化
、
洪
水
・
干
ば
つ
の
増
加
、
極
端

な
暑
さ
・
寒
さ
、
海
面
の
上
昇
、
熱
帯

性
伝
染
病
の
増
加
、
食
糧
生
産
へ
の
影

響
な
ど
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
実
験
、

実
証
を
含
め
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・

ガ
ス
化
・
コ
ジ
ェ
ネ
の
特
性
と
可
能
性

を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
の

循
環
利
用
を
進
め
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

の
「
秩
父
モ
デ
ル
」
を
全
国
に
向
け
発

信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
対
策
課

　

☎
22

－

２
３
７
８

中学生の見学風景

バイオマス発電でできた炭

ＢＤＦで走行する移動図書館



162009年3月号

内
容
・
日
程　

左
記
一
覧
表
の
と
お
り

対
象
（
定
員
）

一
般
教
養
講
座　

一
般
成
人
（
60
人
）

専
門
講
座 

一
般
教
養
講
座
を
修
了
し

た
方
（
各
コ
ー
ス
15
人
）

受
講
料　

一
般
教
養
講
座
・
専
門
講
座

と
も
、
年
間
５
，
０
０
０
円

申
４
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
に
、
歴
史
文
化
伝
承
館
１
階

事
務
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

①
申
込
み
は
原
則
と
し
て
本
人
が
行
っ

て
く
だ
さ
い
。（
電
話
申
込
み
不
可
）

②
受
付
は
先
着
順
で
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。

③
申
込
み
の
際
は
、
受
講
料
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
歴
史
文
化
伝
承
館

　

☎
22

－

０
４
２
０

　

秩
父
地
域
の
植
物
等
の
自
然
環
境
、
風
土
・
歴
史
等
の
社
会
環
境
、
文
化
・

民
俗
芸
能
等
に
つ
い
て
、
専
門
的
な
講
義
お
よ
び
実
技
を
約
１
年
か
け
て
学

び
ま
す
。

ち
ち
ぶ
学
セ
ミ
ナ
ー

受講生
募集

１　一般教養講座
分野 回 開催日時・会場 内容・講師

開 講 式
公開講座

５月９日㈯　午後１時30分
ホール

「生涯学習でまちが変わる～地域活性化のヒント～」
聖徳大学生涯学習研究所所長　福留　　強

自然 １ ５月30日㈯　午後１時30分
研修室２・３

「化石が語る秩父の生立ち」
埼玉県立自然の博物館副館長　坂本　　治

自然 ２ ６月13日㈯　午後１時30分
研修室２・３

「人類史の中の秩父と秩父の野生動物」
東京大学大学院農学生命科学研究科准教授　石田　　健

文学
歴史 ３ ６月27日㈯　午後１時30分

研修室２・３
「秩父の和銅を考える－研究の系譜をめぐって」
秩父市和銅保勝会会長　若林　　好

まち
づく
り

４ ７月11日㈯　午後１時30分
研修室２・３

「お菓子な郷推進協議会の取組み」
お菓子な郷推進協議会会長　町田　啓介

文学
歴史 ５ ８月８日㈯　午後１時30分

研修室２・３
「秩父の歌－わらべうた－」
國學院大学文学部講師　小野寺　節子

民俗
芸能 ６ ８月29日㈯　午後１時30分

研修室２・３
「秩父の民俗芸能-人形芝居を中心に-」
前埼玉県文化財保護審議会委員　栃原　嗣雄

公開講座 ９月12日㈯　午後１時30分
ホール

「中世の武蔵国と秩父平氏」
東海大学文学部非常勤講師　落合　義明

文学
歴史 ７ ９月26日㈯　午後１時30分

研修室２・３
「長享二年の秩父札所33ヶ所番付文書を読む」
秩父市文化財保護審議委員会委員　千嶋 　　壽

文学
歴史 ８ 10月10日㈯　午後１時30分

研修室２・３
「山地の生活文化－暮らしと民具ｰ」
元埼玉県文化財保護審議会委員　小林　　茂

文学
歴史 ９ 10月31日㈯　午後１時30分

研修室２・３
「秩父事件－南北へ走った二人の志士－」
元埼玉県立小・中学校長　引間春一

民俗
芸能 10 11月14日㈯　午後１時30分研修室２・３

「祭り・伝統芸能⑺風土・景観と祭礼文化－武甲山を中心に－」
京都大学名誉教授　薗田　稔

民俗
芸能 11 12月26日㈯　午後１時30分研修室２・３

「人生儀礼の現代化と地域社会の変容②－産育儀礼をめぐって－」
埼玉県立歴史と民俗の博物館主席学芸主幹　柳　　正博

民俗
芸能 12 １月23日㈯　午後１時30分研修室２・３

「秩父の暮らしと暦」
埼玉県神社庁　学芸員　髙橋　寛司

閉 講 式
研究発表会

３月６日㈯　午後１時30分
ホール 専門講座各コースの研究成果発表

２　専　門　講　座

①秩父の化石・地質を学ぶコース 開講式・公開講座　　　　　　　　　　　ホール
　　　　　５月９日㈯午後１時30分～

秩父は化石の宝庫。化石の成因や地
質採集法を学び、実践したものをま
とめる。
（講師）
埼玉県立総合教育センター主任講師

吉田 健一

講　　義
現地調査
調査報告
レポート
講　　評

５月23日㈯午前10時00分～　　会議室　１回
５月～10月　　　　　　　　　野　外　２回
11月中の土曜日　　　　　　　研修室　１回
12月末提出
１～２月中の土曜日　　　　　研修室　１回

閉講式・研究発表　　　　　　　　　　　ホール
　　　　　３月６日㈯午後１時30分～

②戦国動乱と秩父の城郭を学ぶコース 開講式・公開講座　　　　　　　　　　　ホール
　　　　　５月９日㈯午後１時30分～

秩父に残る城郭の特色をとらえ、合
戦にまつわる伝承とともに秩父の戦
国時代の特色を可能な限り明らかに
するため、調査研究を深化させる。
元埼玉県立歴史資料館長

梅沢 太久夫

講　　義
現地調査
調査報告
レポート
講　　評

５月23日㈯　午後１時30分～　会議室　１回
５月～10月　　　　　　　　　野　外　２回
11月中の土曜日　　　　　　　研修室　１回
12月末提出
１～２月中の土曜日　　　　　研修室　１回

閉講式・研究発表　　　　　　　　　　　ホール
　　　　　３月６日㈯　午後１時30分～
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　平成21年度の土地・家屋にかかる固定資産税は、
平成21年１月１日現在の状況によって課税されます。
この現況による土地・家屋の地目や構造、面積、評
価額などを明らかにするため市に備え付けるものが
「土地・家屋価格等縦覧帳簿」で、地区別、所在地
順に内容を記してあります。
縦覧の対象
○土地価格等縦覧帳簿…土地に対して課する固定資
産税の納税者

○家屋価格等縦覧帳簿…家屋に対して課する固定資
産税の納税者

縦覧期間　４月１日㈬～６月１日㈪（午前８時30分
～午後５時15分）（土・日・祝日を除く）
縦覧場所　課税課、吉田・大滝・荒川総合支所総務課
※閲覧できる内容や必要な書類等について規定があ
りますので、詳しくはお問い合わせください。

固定資産税の納税通知書（納付書）は５月上旬に送
付予定です
　固定資産の価格に異議のある方は、４月１日㈬か
ら、納税通知書の交付を受けた日後60日までの間に、
固定資産評価審査委員会に審査の申出ができます。
問課税課☎２２－２２１１（内線１２７８・１２７９）

無料でご覧になれます

土地・家屋縦覧帳簿

》》》》》》 審査の申出ができます 《《《《《《

　固定資産課税台帳に登録された価格について不服がある納税者は、縦覧開始日の４月１日㈬から、納税通
知書の交付を受けた日後60日までの間に、固定資産評価審査委員会に審査の申出ができます。

【固定資産税の評価における審査申出制度等のフローチャート】
価格等の決定
（市町村長）

固定資産課税台帳への登録
（市町村長）

台帳登録の公示
（市町村長）

納税通知書の送付
（市町村長）

土地価格等縦覧帳簿
家屋価格等縦覧帳簿の作成

（市町村長）

土地価格等縦覧帳簿
家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

市町村長への不服申立（賦
課処分・価格以外の一定の
台帳登録事項)（納税者）

毎年3月31日までに決定

価格決定後
直ちに台帳に登録

台帳登録後直ちに固定資産税台帳に登録すべき固定
資産の価格等のすべてを登録した旨を公示

固定資産評価審査委員会へ
の審査の申出（納税者）

審査の決定
（審査委員会）

裁判所への取消の訴え
（納税者）

台帳登録の公示の日から納税通知書の交付
を受けた日後60日までの間

申出を受けた日から30日以内に審査決定

審査委員会の決定に不服があるときは、そ
の決定があったことを知った日から６か月
以内に決定の取消の訴えを提起することが
できます。

納税通知書の交付を受けた日の
翌日から起算して60日以内

問秩父市固定資産評価審査委員会　☎２２－２２１１（内線１３００・１３０１）

４月１日から
最初の納期限の日までの間

（４月以降）



2009年3月号

　

廃
棄
物
の
投
棄
や
埋
め
込
み
を
行
う

と
、
周
辺
土
壌
や
地
下
水
を
汚
染
す
る

な
ど
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ば

か
り
で
な
く
、「
不
法
投
棄
」
と
し
て

重
く
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　

河
川
な
ど
の
公
共
の
土
地
や
他
人
の

土
地
で
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
の

所
有
地
内
で
行
う
こ
と
も
一
切
禁
止
さ

れ
、「
不・

・

・

・

法
投
棄
」
と
し
て
罰
せ
ら
れ

ま
す
。

　
「
５
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
又
は
こ
の
併

科
」（
法
人
に
関
し
て
は
行
為
者
を
罰

す
る
ほ
か
、
さ
ら
に
１
億
円
以
下
の
罰

金
刑
）

　

大
規
模
な
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
る
と
、

原
状
へ
の
回
復
は
非
常
に
困
難
に
な
り

ま
す
。

○
空
き
地
等
の
周
囲
に
高
い
ト
タ
ン
塀

が
作
ら
れ
、
入
口
に
鉄
板
が
敷
か
れ
た
。

○
不
審
な
重
機
が
置
か
れ
た
り
、
大
き

な
穴
が
掘
ら
れ
た
り
し
た
。

○
早
朝
や
夜
間
に
重
機
の
音
や
ダ
ン
プ

の
出
入
り
が
あ
る
。

18

■
物
置
や
小
屋
、
設
備
を
解
体
・
修
繕

し
た
廃
材
や
端
材

■
古
く
な
っ
た
農
機
具
や
家
電
製
品
、

粗
大
ご
み

■
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片
や
農
業
用
ビ

ニ
ー
ル
、
容
器
類

■
生
活
ご
み
や
空
き
缶
な
ど

　

こ
れ
ら
の
物
の
「
処
分
に
困
っ
て
、

空
き
地
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
て
し
ま
っ

た
」、「
お
金
が
か
か
る
し
面
倒
な
の
で
、

河
原
に
捨
て
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
と
い

う
行
為
を
し
て
し
ま
っ
た
り
、
見
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
ら
は
「
廃
棄
物
」
に
当
た
る
た

め
、
適
正
に
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

金
刑
）

大
規
模
な
不
法
投
棄
の
防
止

ま
す
。

不
法
投
棄
の
罰
則
（
廃
棄
物
処
理
法
）

○
不
審
な
ダ
ン
プ
が
多
数
見
ら
れ
た
り
、

ナ
ン
バ
ー
が
ガ
ム
テ
ー
プ
や
泥
で
隠

し
た
り
し
て
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
場
合
に
は
十
分

注
意
し
、
市
役
所
、
秩
父
環
境
管
理
事

務
所
、
警
察
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

家
庭
か
ら
の
一
般
廃
棄
物

　

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
の
ご
み
処

理
施
設
等
で
処
理
し
ま
す
。

※
不
明
な
点
は
、
市
役
所
ま
た
は
秩
父

広
域
市
町
村
圏
組
合
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

事
業
所
や
建
設
業
者
等
か
ら
の
産
業
廃

棄
物

　

専
門
の
許
可
業
者
に
委
託
を
し
て
処

理
し
ま
す
。

※
不
明
な
点
は
、
秩
父
環
境
管
理
事
務

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

無
秩
序
な
土
砂
等
の
た
い
積
（
埋
立

て
・
盛
土
）
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

災
害
・
公
害
の
防
止
、
公
共
施
設
の
破

損
防
止
、
自
然
環
境
の
保
全
、
市
民
の

生
命
財
産
を
守
る
た
め
「
土
砂
等
の
た

い
積
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

務
所
、
警
察
署
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
の
処
理
方
法

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

土
砂
等
の
た
い
積

し
、
規
制
し
て
い
ま
す
。

市
の
許
可
が
必
要
な
事
業

　

事
業
区
域
の
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上

３
，
０
０
０
㎡
未
満
の
土
地
の
造
成
や

農
地
改
良
を
行
う
場
合

※
３
，０
０
０
㎡
以
上
の
場
合
は
県（
環

境
管
理
事
務
所
）
の
許
可
が
必
要
で

す
。

　

な
お
、
違
反
者
に
は
各
種
罰
則
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。
無
秩
序
な
土
砂
等
の
た

い
積
（
埋
立
て
・
盛
土
）
を
目
撃
し
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
一
般
廃
棄
物
、
土
砂
等
の
た
い
積
に

関
す
る
対
応
等

市
役
所
生
活
衛
生
課

　

☎
25

－

５
２
０
２

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

一
般
廃
棄
物
の
処
理
相
談

秩
父
広
域
市
町
村
圏
組
合
業
務
課

　

☎
23

－

２
４
８
９

産
業
廃
棄
物
の
処
理
相
談
、
土
砂
等
の

た
い
積
に
関
す
る
対
応
等

秩
父
環
境
管
理
事
務
所

☎
23

－

１
５
１
１

河
川
、
国
道
、
県
道
へ
の
不
法
投
棄
等

秩
父
県
土
整
備
事
務
所

　

☎
22

－

３
７
１
５

不
法
投
棄
等
の
摘
発

秩
父
警
察
署
生
活
安
全
課

　

☎
24

－

０
１
１
０

小
鹿
野
警
察
署
生
活
安
全
係

　

☎
75

－

０
１
１
０
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平成21年１月契約分　公共工事発注状況の公表
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

みんなで追放  危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

ほ
っ
と
す
ぽ
っ
と
秩
父
館

で
か
け
た
ら
…
ち
ょ
っ
と
ひ
と
休
み

☆
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
始
め
ま
し
た
。

☆
地
元
の
方
、
観
光
客
の
方
、
ど
な
た

で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
無
料
休
憩
所　

■
喫
茶
・
軽
食

■
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

　
（
地
元
の
お
店
、他
。
レ
ン
タ
ル
ボ
ッ

ク
ス
に
よ
る
出
品
者
を
募
集
中
。
詳
し

く
は
担
当
ま
で
。）

■
地
場
産
商
品
販
売

■
会
議
・
宴
会
・
コ
ン
サ
ー
ト

（
時
間
外
ご
宴
会
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

問工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６

（一般競争入札）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

（税込／円）
契約金額

（税込／円）
落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

15日 ３月24日 市立病院吸収式冷暖房等改修工事 桜木町８番９号 35,700,000 35,700,000 100.00 ㈱ソーセツ
地域整備部
教育施設課
25－5226

（指名競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

13日 ３月24日 下水道管渠築造工事８工区 大野原地内 7,980,000 7,875,000 98.68 ㈱山本組
地域整備部
下水道課
25－5218

13日 ３月24日 下水道舗装本復旧工事 大野原地内外 10,185,000 9,555,000 93.81 ㈱日新テクノ
地域整備部
下水道課
25－5218

26日 ３月24日 下水道管渠築造工事１工区 大畑町地内 6,615,000 6,510,000 98.41 ㈲宝生建設
地域整備部
下水道課
25－5218

26日 ３月12日 森林管理道漆木白岩線舗装工事
（第２工区） 吉田阿熊地内 7,245,000 7,140,000 98.55 ㈱新井建設

吉田総合支所
地域振興課
72－6083

28日 ３月24日 県営圃場整備（兎田地区）に伴う
配水管布設替工事（１工区） 下吉田地内 8,715,000 6,825,000 78.31 日本施設㈱

水道部
吉田事務所
72－6085

（随意契約）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

（税込／円）
契約金額

（税込／円）
契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

９日 ２月27日 消防水利ポンプ搬入路廻り場建設
工事 大滝字大輪地内 5,229,000 5,197,500 99.40 ㈱三共工務店

大滝総合支所
総務課

55－0101

26日 ３月24日 秩父市地域情報通信基盤整備工事
（クロージャ等取付） 荒川・大滝地区 32,130,000 31,353,000 97.58 東日本電信電

話㈱
総務部

情報政策課
22－2204

　

和
銅
奉
献
千
三
百
年
記
念
の
秩
父
市

共
通
商
品
券「
和
同
開
珎
」に
つ
い
て
は
、

３
月
31
日
㈫
ま
で
の
使
用
期
限
と
な
り

ま
す
。
お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
ご
利
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

和
銅
奉
献
千
三
百
年
記
念

秩
父
市
共
通
商
品
券
「
和
同
開
珎
」

■
春
宵
コ
ン
サ
ー
ト
・
歌
と
ピ
ア
ノ

　

４
月
４
日
㈯
午
後
６
時
開
演

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　
　
　

秩
父
館
担
当　

柴
田
・
四
方
田

☎
24

－

８
８
５
６

　
　
　
　
　
（
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

　

県
と
市
と
協
働
で
お
た
す
け
隊
を
派

遣
し
ま
す
。

◇
お
部
屋
の
お
掃
除

◇
話
し
相
手

◇
家
事
の
お
手
伝
い

◇
見
守
り

◇
散
歩
・
外
出
等
の

支
援

◇
網
戸
・
障
子
張
り

◇
そ
の
他
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い

◆
お
た
す
け
隊
員
も
随
時
募
集
中
！

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
や
の
か
わ
商
店
街
振
興
組
合

　

福
祉
事
業
部
担
当
：
鈴
木
純

　

☎
２４

－

８
８
５
６

　
（
月
～
金
、
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

【
お
た
す
け
隊
】

　

４
月
18
日
㈯
午
後
７
時
か
ら
で
す
。

　

４
月
17
日
㈮
、
18
日
㈯
、
19
日
㈰
の

３
日
間
、
芝
桜
セ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

第
２
３
８
回
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

【
予
告
】次
回
４
月
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
は
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「運転うまいでしょ」

（上宮地町）

黒澤　快
か い と

斗 くん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「かわいくピース♡」

（蒔　田）

風間　優
ゆ め

姫 ちゃん
「りんごがスキです!」

（野坂町）

吉田蒼
そ う た ろ う

太朗 くん
「おてんば娘の

ナナちゃんです!」

（黒　谷）

金室　七
な な み

海 ちゃん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

（
評
）山
口
さ
ん
の
句
は
、
い
わ
ゆ
る
諧か

い

味み

（
面
白
さ
）
の
あ
る
も
の
で
、
お
そ
ら
く
擦
れ
違
っ
た
の
は
通
勤
の
人
と
思
う
。
通

学
の
子
ど
も
た
ち
は
、
喜
々
と
し
て
雪
道
を
行
く
で
し
ょ
う
か
ら
。
黒
沢
さ
ん
は
、
二
歳
の
児
か
ら
年
頭
の
挨
拶
を
受
け
た
喜

び
を
、
そ
の
白
い
前
歯
で
表
現
し
ま
し
た
。
須
田
さ
ん
は
、
待
春
の
気
を
揺
れ
る
水
面
に
感
じ
、
町
田
さ
ん
は
、
ろ
う
梅
の
咲

き
ざ
ま
を
「
と
ろ
け
る
」
と
発
見
さ
れ
ま
し
た
。「
親
子
月
」
と
は
陰
暦
十
二
月
の
こ
と
で
す
。
さ
て
市
俳
連
で
は
、
３
月
23
日

か
ら
歴
史
文
化
伝
承
館
に
お
い
て
「
梅
ま
つ
り
短
冊
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
朝
の
雪
顰し

か

め
つ
面つ

ら

と
す
れ
違
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
影
森　

山
口
千
代
子

二
歳
児
の
前
歯
眩
し
き
御ぎ

ょ

慶け
い

か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
原　

黒
沢　

一
登

水み
ず

占う
ら

の
水
面
揺
ら
め
き
春
を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

須
田　

真
弓

ろ
う
梅
の
黄
色
と
ろ
け
て
咲
き
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

町
田
ヨ
ウ
子

日

だ

ま

り

に

鍋

釜

研

く

親

子

月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
宮
地
町　

野
﨑　

麻
衣

聞
き
止
め
て
尺
八
な
ら
む
初
稽
古　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
地
町　

吉
田　

勝
彦

ぱ

ん

と

頬

叩

い

て

気

合

寒

の

朝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
田
町　

加
藤
し
げ
子

元
日
の
夢
オ
リ
オ
ン
に
告
げ
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

町　

藤
田　

正
巳

行
け
ど
行
け
ど
白
く
乾
き
し
寒
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
贄
川　

千
嶋　

コ
ウ

冬

帽

子

真

深

に

急

く

や

日

暮

道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
吉
田　

内
田
あ
や
子

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　
内
田
さ
ん
、
い
っ
こ
う
に
減
ら
な
い
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
社
会
問
題
を
自
分
に
ひ
き
付
け
て
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。
関
さ
ん
、

特
攻
隊
の
一
員
で
あ
っ
た
作
者
。
進
行
形
で
詠
ま
れ
て
緊
迫
感
が
伝
わ
り
ま
す
。
竹
村
さ
ん
、
真
冬
の
寒
さ
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
の

囲
い
で
過
ご
す
人
た
ち
の
い
る
現
実
、
作
者
の
優
し
さ
が
出
て
い
ま
す
。
坂
本
さ
ん
、
日
常
の
一
部
を
切
り
取
っ
た
よ
う
な
歌
。

な
に
事
も
な
い
こ
と
が
ど
れ
程
大
事
な
こ
と
か
伝
え
て
い
ま
す
。
浅
見
さ
ん
、
新
年
の
誓
い
を
百
歳
を
目
ざ
す
と
い
う
、
い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
短
歌
を
詠
み
続
け
て
下
さ
い
。

頑
に
ケ
イ
タ
イ
持
た
ぬ
吾
に
し
て
詐
欺
の
放
送
し
み
じ
み
と
聞
く 

中　

町　

内
田　

定
男

投
函
を
頼
む
と
我
に
遺
書
託
し
征
き
て
還
れ
ぬ
特
攻
機
発
つ 

下
吉
田　

関　

清
一
郎

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
囲
い
に
過
す
人
思
う
見
上
ぐ
る
空
に
星
も
凍
て
つ
く 

栃　

谷　

竹
村　

ハ
ク

夕
食
を
つ
く
り
つ
つ
妻
の
ハ
ミ
ン
グ
す
こ
と
な
く
ひ
と
日
の
過
ぎ
て
ゆ
く
な
り 

大
野
原　

坂
本　

公
平

松
飾
り
も
珍
し
く
な
り
し
平
成
に
吾
は
百
歳
目
ざ
し
て
生
き
む
か 

荒
川
上
田
野　

浅
見
庄
次
郎

久
々
に
友
と
出
合
ひ
て
と
め
ど
な
く
喋
り
つ
づ
け
る
梅
か
ほ
る
苑 

道
生
町　

福
田　

み
つ

冬
の
陽
の
光
も
薄
き
台
所
真
白
な
大
根
さ
く
さ
く
き
ざ
む 

山　

田　

大
嶌　

映
子

夢
に
来
し
亡
き
人
恋
う
る
今
一
度
夢
の
つ
づ
き
を
見
ん
と
目
を
閉
ず 

下
宮
地
町　

町
田　

要
子

一
枝
の
臘
梅
活
く
れ
ば
ほ
ん
の
り
と
仏
間
に
春
の
香
り
た
だ
よ
う 

上
吉
田　

町
田　

な
を

春
蘭
の
花
芽
見
え
来
て
と
き
め
き
ぬ
鉢
を
日
向
に
置
き
て
花
待
つ 

黒　

谷　

中
村　

美
代

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌



　

さ
て
、
あ
な
た
は
こ
れ
ま
で
し
っ
か

り
お
見
送
り
が
で
き
ま
し
た
か
？ 

お

客
様
に
は
気
持
ち
よ
く
お
帰
り
い
た
だ

き
ま
し
た
か
? 

対
応
の
仕
方
は
ど
う

だ
っ
た
か
、
も
っ
と
良
い
お
も
て
な
し

が
で
き
な
か
っ
た
か
な
ど
、
自
分
で

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
ぜ

ひ
ま
た
秩
父
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と

自
信
を
持
っ
て
言
え
る
よ
う
な
〝
お
も

て
な
し
〞
が
、
次
の
出
会
い
、
新
し
い

出
会
い
を
生
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
復
習
も
兼
ね
て
、「
お

も
て
な
し
の
実
践
編
」
の
お
さ
ら
い
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
出
会
い
の
瞬
間
が
決
め
手
（
市
報
７

月
号
「
其
の
弐
」
参
照
）

　

お
客
様
は
、
た
っ
た
１
回
会
っ
た
だ

け
で
あ
な
た
の
対
応
や
見
か
け
を
、
ま

た
、
言
葉
づ
か
い
で
あ
な
た
や
、
ひ
い

て
は
秩
父
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
判
断
し

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
お
客
様
に

良
い
第
一
印
象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
に
！

・
身
だ
し
な
み
に
気
を
つ
け
て
！

②
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で
お
も
て
な
し

（
市
報
８
月
号
「
其
の
参
」
参
照
）

　

笑
顔
は
、
人
の
心
を
な
ご
ま
せ
、
や

さ
し
い
心
や
安
心
感
を
伝
え
る
無
言
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

・
い
つ
で
も
、
誰
に
で
も
、
笑
顔
で
接

し
ま
し
ょ
う
。

③
き
び
き
び
動
作
で
気
持
ち
よ
く
（
市

報
９
月
号
「
其
の
四
」
参
照
）

　

言
葉
を
中
心
と
し
た
「
お
も
て
な
し
」

だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
喜
ば
れ
る
お
も

て
な
し
を
目
指
し
て
、
態
度
や
動
作
な

ど
も
変
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
道
案
内
を
す
る
と
き
は
、
動
作
を
交

え
て
は
っ
き
り
と
！

④
聞
き
上
手
は
話
し
上
手
（
市
報
12
月

号
「
其
の
七
」
参
照
）

・「
聞
く
こ
と
」
は
と
て
も
重
要
な
こ

と
で
す
。
あ
な
た
も
聞
き
上
手
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
お
年
寄
り
・
障
が
い
の
あ
る
方
に
は

「
丁
寧
に
」、「
や
さ
し
く
」
お
も
て

な
し（
市
報
１
月
号「
其
の
八
」参
照
）

　

い
か
が
で
す
か
。
皆
様
の
お
役
に
立

て
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
秩
父
は

花
の
季
節
を
迎
え
、
訪
れ
る
方
も
増
え

て
き
ま
す
。ぜ
ひ
、覚
え
た
こ
と
を
実
践

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。「
習
う
よ
り
慣

れ
ろ
」
の
精
神
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

〜
心
の
こ
も
っ
た
お
見
送
り
は

次
の
出
会
い
の
始
ま
り
〜

　

昨
年
の
市
報
ち
ち
ぶ
６
月
号
か
ら
シ

リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
て
き
た
「
ち
ち
ぶ

〝
お
も
て
な
し
〞
だ
よ
り
」
も
早
い
も

の
で
10
回
目
と
な
り
、
今
回
が
最
終
回

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、最
終
回
で
は
「
お
見
送
り
」

に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

お
さ
ら
い
も
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
は
、
買
い
物
に
行
っ
た
と
き
、

店
員
の
そ
っ
け
な
い
態
度
に
が
っ
か
り

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

店
員

の
ち
ょ
っ
と
し
た
態
度
ま
た
は
言
動
で
、

「
い
や
な
思
い
を
し
た
」
と
か
「
こ
ん

な
店
も
う
二
度
と
来
る
も
ん
か
」
な
ど

と
思
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

心
の
こ
も
っ
た
お
見
送
り
は
、
出

会
っ
た
瞬
間
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た

〝
お
も
て
な
し
〞
を
さ
ら
に
印
象
深
い

このページを折りにふれてご覧いただき、日ごろのおもてなしにお役立てください。

お
も
て
な
し
の
実
践
編

も
の
に
す
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
逆
に

台
な
し
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の

で
す
。
最
後
ま
で
気
を
抜
か
ず
に
、
相

手
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
お
見
送

り
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

お
客
様
と
次
に
会
う
と
き
も
、
お
互

い
に
晴
れ
や
か
な
気
分
で
会
え
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
ね
。

　

旅
館
な
ど
で
は
、
お
客
様
が
混
雑
し

て
い
る
と
き
に
は
、
次
に
待
っ
て
い

る
方
に
不
快
な
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
、

臨
機
応
変
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
心
が

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
見
送
り
を
す
る
姿
は
、
他
の
お
客

様
の
目
に
も
触
れ
て
い
ま
す
の
で
、
て

い
ね
い
に
お
見
送
り
す
れ
ば
、
「
こ
の

店
は
、
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を

お
も
て
な
し
は「
終
わ
り
よ
し
」

21

あ
な
た
の「
お
も
て
な
し
度
」チ
ェ
ッ
ク

お
客
様
に
何
度
も
秩
父
へ

お
越
し
い
た
だ
く
た
め
に

す
る
店
だ
」
と
い
う
好
印
象
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
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○
地
域
資
源
の
把
握
、
予
定
コ
ー
ス
の

調
査
お
よ
び
安
全
確
認
を
実
施
し
な

が
ら
、
浦
山
ブ
ナ
林
の
エ
コ
ル
ー
ト
、

荒
川
地
域
に
お
け
る
寺
沢
エ
コ
ル
ー

ト
、
新
三
峰
歴
史
の
道
、
江
戸
巡
礼

古
道
な
ど
、
特
徴
あ
る
散
策
コ
ー
ス

10
コ
ー
ス
を
構
築
し
ま
し
た
。

○
自
然
環
境
資
源
や
歴
史
・
文
化
な
ど

の
地
域
資
源
を
素
材
と
し
て
、
住
民

が
〝
お
も
て
な
し
〞
の
心
で
市
に
あ

る
優
れ
た
資
源
を
案
内
で
き
、
魅
力

あ
る
秩
父
創
り
の
た
め
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
「
温
も
り
観
光
ガ
イ
ド
」

を
養
成
し
ま
し
た
。

　市民の皆さんとともに「ちちぶ夢創りおもてなし協議会」を設置して取り組んできた、地方の元気再生事
業「ふるさと秩父の創造　四季を彩るおもてなしのまちづくり」について報告します。
問ちちぶ夢創りおもてなし協議会事務局（ふるさと創造課）☎２２－２８２３

秩
父
ジ
オ
パ
ー
ク
の
形
成

取組①

▼温もり観光ガイド講座の様子

▲浦山ブナ林エコルート散策

○
ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
に
「
森
の
キ
ャ
ン

パ
ス
構
想
」
の
中
核
と
し
て
整
備
し

た
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ー
ス
の
支

援
者
を
養
成
し
ま
し
た
。

○
「
自
転
車
の
ま
ち
秩
父
」
を
構
築
す
る

た
め
、
広
域
的
に
25
コ
ー
ス
の
調
査
を

行
い
、
20
コ
ー
ス
の
新
た
な
サ
イ
ク
リ

ン
グ
コ
ー
ス
を
策
定
し
ま
し
た
。

○
都
市
住
民
の
交
流
居
住
推
進
に
よ

る
活
力
強
化
の
た
め
、
都
市
住
民
の

ニ
ー
ズ
把
握
お
よ
び
受
け
入
れ
側
の

市
内
の
空
き
地
、
空
き
家
な
ど
の
調

査
を
行
い
、
受
け
入
れ
体
制
を
確
立

し
ま
し
た
。

観
光
・
交
流
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

取組②

▼サイクリングコースの策定の様子

▲アドベンチャーコース
　支援者の養成研修

○
木
質
資
源
を
燃
料
等
に
有
効
活
用
す

る
た
め
、
い
ち
ご
栽
培
ハ
ウ
ス
に
お

け
る
石
油
燃
料
代
替
の
熱
利
用
に
よ

る
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
地
産
地
消
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

と
し
て
、
遊
休
農
地
に
パ
ン
用
小
麦

や
砂
糖
大
根
を
栽
培
、
活
用
す
る
こ

と
で
地
産
食
材
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
食
品
の
試
作
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
秩
父
地
域
の
風
土
や
習
慣
と
と
も
に
、

秩
父
で
生
産
さ
れ
た
農
作
物
を
使
っ

た
四
季
折
々
の
食
材
を
選
定
し
て
創

作
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
す
る
に

あ
た
り
、
秩
父
農
工
科
学
高
校
フ
ー

ド
デ
ザ
イ
ン
科
と
連
携
し
ま
し
た
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
ア
ッ
プ

取組③

▼創作料理「秩父の玉手箱」

▲砂糖大根の栽培
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地域の活性化が図られています！
「まちおこしお助け資金制度」（秩父市地域振興補助制度）の活用団体ご紹介

　「まちおこしお助け資金制度」は、市民の皆さんとともに、秩父市のまちづくりを行っていくため、市全体
が潤い、市の魅力が保たれるような「まちおこし事業」や「都市住民との交流施策」を重点的に支援してい
くための制度です。
　具体的には、地域の皆さんが力を合わせてまちづくりを行う事業や、集落の機能を維持していこうとする
事業、都市住民の交流により賑わいを創出する事業などに対して応援していくものです。
　皆さんの熱意により着々と進んでいる秩父市のまちおこしを、２月号に引き続きご紹介します。
　なお、市報ちちぶ４月号で平成21年度の募集をご案内する予定です。よりよい秩父市を市民の皆さんと築
いていくため、ぜひご検討ください。
問ふるさと創造課☎２２－２８２３

事　　業　　名 主　催　団　体　名 事　　　業　　　概　　　要
番 場 町 大 太 鼓 の
張 り 替 え と 備 品 の 新 調 番 場 町 青 年 部 大太鼓の破れた両面の張替えを行うとともに、古くなったバチ、提灯の新調、横笛、鐘を購入し、川

瀬まつりの練習を行うことにより、町会内外の子どもたちに秩父屋台ばやしを継承してもらう。
健 康 づ く り と
遊 休 農 地 の 解 消 大 野 原 蕎 麦 の 会 馬鈴薯、蕎麦、とうもろこし、ほうれん草や大根の作付けをしたり、そば打ち教室を実施し、健康で

元気な高齢者づくりを目指す。
そ ば 、 う ど ん 作 り
３ 世 代 継 承 事 業 宮 崎 町 会 町会、長寿クラブ、育成会が一体となって行う事業で、世代を越えた地域間交流を行う。

秩父こどもエコクラブ活動 秩 父 教 育 懇 話 会 自然観察会、水辺の学校などを通じて、ボランティア精神や環境保全意識を醸成していく。
遊 休 農 地 を 活 用 し た
農 業 ・ 教 育 事 業 秩 父 市 農 業 福 祉 会 遊休農地を活用しての野菜作りや、保育園児への農業体験指導などを行う。

子ども歌舞伎衣装製作事業 秩 父 歌 舞 伎 正 和 会 子ども歌舞伎の伝承活動を実施するための歌舞伎衣装の整備を行う。また、宮地屋台子ども歌舞伎、
萩平子ども歌舞伎、花の木小学校子ども歌舞伎の伝承活動も行う。

教 育 青 少 年 事 業
親 子 ア ウ ト ド ア 体 験 教 室

社 団 法 人
秩 父 青 年 会 議 所

秩父の自然や秩父の象徴である「荒川」を中心にアウトドア体験教室を開催して、子どもたちに外で
遊ぶことの楽しさなどを学んでもらう。

環 境 と 共 生 す る 町
「 ち か い な か 秩 父 」
交 流 居 住 推 進 モ デ ル 事 業

田 舎 生 活 創 造 工 房 「ちかいなか秩父」実体験ツアーを開催し、荒川下流域の人々に秩父の魅力を伝え、自然や人とのふ
れあいが、人間にとって幸せな生活につながることを感じてもらう。

「 育 児 は 育 自 」 み ん な で
子 育 て を 考 え る 事 業

ち ち ぶ 育 自 ネ ッ ト ワ ー ク
☆ ほ し う さ ぎ

シンポジウム、音楽イベント、子育てマップ作成等を通して、ともに助け合い、子育てについて再認
識する機会をつくる。

上 野 町 ふ れ あ い 祭 り 上 野 町 会 町内だけではなく、隣接町内の方にも参加していただく、地域の皆が楽しめるお祭りイベントを実施
し、地域住民の結束を図る。

「 映 画 の ラ イ ブ
麻 生 親 子 の 活 弁 大 会 」

秩 父 映 画 会 「 活 弁 映 画 」
実 行 委 員 会 活弁士を招き、無声映画の上映会を行い、秩父郡市民の皆さんに楽しんでもらう。

稲 作 体 験 と 収 穫 米 で
餅 つ き 大 会 諏 訪 町 会 休耕田を借り受け、子どもたちとともに収穫体験をし、収穫米で餅つき大会を行うことにより、住民

の増えた町会の交流の機会をつくる。
「 ち ち ぶ の 和 点 心 ・
こ ぢ ゅ う は ん 」 試 食 会 秩 父 商 工 会 議 所 観光資源としての郷土食「こぢゅうはん」ブランドの更なる定着促進のために「試食会」を開催し、

ＰＲに努める。
秩 父 川 瀬 祭
祭 衣 裳 ・ 祭 用 品 補 充 事 業 宮 側 町 青 少 年 育 成 会 川瀬祭の祭衣装、祭用品を補充して、参加を希望する子どもたちが皆平等に地域の行事に楽しく参加

できるようにする。
影森まちおこし活性化事業 Ｋ Ｓ Ａ 影 森 名 店 会 歴史探訪マップの作成などを通じ、小売店舗が団結して、商店街の活性化を図る。
Ａ Ｌ Ｗ Ａ Ｙ Ｓ
み や の か わ の 夕 日 宮 側 町 女 性 部 ８月のみやのかわナイトバザールにあわせて、宮側に残る古き良き建物を中心に秩父音頭流しや紙芝

居の上演などを行う。

「カエデ酵母菌」活用計画 お 菓 子 な 郷 推 進 協 議 会 地域の財産であるカエデの樹液酵母を秩父地域で採取し、お菓子やパンに活用して、観光資源にでき
るよう研究を進める。

第 1 1 回 萩 平 歌 舞 伎
舞 台 公 演 萩 平 歌 舞 伎 舞 台 伝 承 会 地元住民の力を結集して継続していく歌舞伎を通じた伝統文化の交流や「萩平歌舞伎展」を開催す

る。
熊 木 町 親 子 納 涼 大 会
や ぐ ら 設 備 更 新 事 業 熊 木 町 青 年 部 会 やぐら上で太鼓演奏する子どもたちの安全を確保するため、老朽化した木造やぐらを更新し、納涼大

会を継続発展させていく。

秩 父 舞 祭 り
Ｃ－ＤＡＮＣＥ！新曲作成

秩 父 舞 祭 り
Ｃ － Ｄ Ａ Ｎ Ｃ Ｅ ！
サ ポ ー タ ー ズ ク ラ ブ

秩父舞祭りで色々な踊りを楽しみ、踊り手を増やすため、曲と振り付けの新しいものをつくる。

青 少 年 育 成 茶 会 ち ち ぶ 茶 道 会 高校生によるお点前で、青少年はじめ地域の方に茶道に親しんでいただき、お客をもてなす心を学ん
でもらう。

ふ れ あ い サ ロ ン 事 業 本 町 商 栄 会 商店街の一角にコミュニティの場を設け、外来者や地元住民、学生が気軽に立ち寄れるサロン事業を
行う。

柿 澤 笠 鉾 及 び 柿 澤 祇 園 祭
用 品 整 備 事 業 柿 澤 祇 園 祭 実 行 委 員 会 柿澤笠鉾のボンボリ、提灯などを補修するとともに、襦袢、祭揃い着の新調をし、祭りを活性化、地

域コミュニティの活性化などを図る。
和 銅 奉 献 1 3 0 0 年 記 念 事 業
記 録 作 成 事 業 秩 父 市 和 銅 保 勝 会 和銅の研究成果、また、和銅奉献1300年記念事業が地域の活性化につながることを訴える資料を作成

して、未来を担う子どもたちに残す。
※第１次秩父市総合振興計画の地域別計画５地域のうち、中央地域を掲載しました。中央地域以外は、市報ちちぶ２月号をご覧ください。
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10
回
に
わ
た
り
、
掲
載
し
た
「
た
び

案
内
」
も
今
回
が
最
終
回
で
す
。
そ
こ

で
今
月
は
、
観
光
客
の
方
が
注
目
す
る

春
の
有
名
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

羊
山
公
園
の
南
側
に
あ
る
面
積
１
６
，

５
０
０
㎡
の
「
芝
桜
の
丘
」
に
は
、
９

種
類
、
40
万
株
以
上
の
芝
桜
が
植
栽
さ

れ
て
お
り
、
満
開
に
な
る
と
花
の
絨

じ
ゅ
う

毯た

ん

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
模
様
は
、

秩
父
夜
祭
の
笠
鉾
・
屋
台
の
囃は

や

し
手
の

襦じ

ゅ

袢ば

ん

模
様
と
躍
動
感
を
デ
ザ
イ
ン
化
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
武
甲
山
と
の
景

色
も
見
事
で
、
写
真
愛
好
家
の
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有
名
な
場
所
で
す
。

　

シ
バ
ザ
ク
ラ
は
、
北
米
原
産
の
多
年

草
で
、
花
の
形
が
桜
に
似
て
い
て
、
芝

の
よ
う
に
地
面
を
は
っ
て
広
が
る
こ
と

か
ら
「
芝
桜
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

日
当
た
り
と
水
は
け
の
よ
い
場
所
を
好

み
、
耐
寒
性
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

シ
バ
ザ
ク
ラ

の
小
さ
な
花
び

ら
は
、
と
て
も

か
わ
い
ら
し
い

ハ
ー
ト
の
形
を

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
９
種

類
の
花
の
色
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ

違
っ
た
パ
ワ
ー

が
あ
り
ま
す
。
美
し
い
色
彩
の
楽
園
で

も
あ
る
「
芝
桜
の
丘
」
で
、
色
彩
浴
を

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
公
園
課
☎
22

－
２
６
０
３

　

影
森
中
学
校
で
誕
生
し
、
全
国
の
学

校
へ
広
が
り
、
今
や
卒
業
式
で
最
も
歌

わ
れ
て
い
る
♪
「
旅
立
ち
の
日
に
」
は
、

聴
く
た
び
に
心
に
響
く
名
曲
で
す
ね
。

　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
展
望
ち
び
っ
こ
広

場
内
に
あ
る
「
旅
立
ち
の
丘
」
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
は
、
こ
の
歌
が
秩
父
で
誕
生
し

た
こ
と
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
・
結
婚
・
就
職
･
･
･
人
生
の

Ｑ１　秩父まつり会館は今年４月で何周年？
①30周年　②25周年　③20周年

Ｑ２　「いってんべぇ」は英語で　　　　　　
　　　①オールOK　②イエス　③レッツゴー

おもてなしクイズ
※解答は28ページの欄外

　

シ
バ
ザ
ク
ラ

千
客
万
来 

春
の
名
所

ミ
ュ
ー
ズ
ア
ロ
ー

　

「
旅
立
ち
の

丘
」
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
に
隣
接
す

る
「

ミ

ュ

ー

ズ
ア
ロ
ー
」
は
、

弓
矢
の
形
を
し

た
鐘
に
な
っ
て

い
て
、
矢
の
先
端
は
武
甲
山
の
山
頂
を

向
い
て
い
ま
す
。

　

秩
父
に
は
、
こ
の
武
甲
山
の
男
神
と

秩
父
神
社
の
女
神
が
年
に
一
度
、
秩
父

夜
祭
の
夜
に
出
会
え
る
と
い
う
伝
説
が

あ
り
ま
す
。
秩
父
神
社
の
女
神
が
武
甲

山
の
男
神
を
想
う
よ
う
に
心
を
込
め
て

矢
を
引
く
と
、
矢
は
音
に
そ
の
姿
を
変

え
、
武
甲
山
に
向
か
っ
て
熱
い
想
い
を

乗
せ
て
飛
ん
で
い
く
？ 

と
思
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
課
☎
25

－

５
２
０
９

だ
れ
桜
で
す
。

　

こ
の
桜
は
エ

ド
ヒ
ガ
ン
科
に

属
し
、
昭
和
7

年
3
月
31
日
に

県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
垂
れ

下
が
っ
た
枝
が

大
き
く
張
り
だ

し
、
美
し
い
花
を
つ
け
て
堂
々
と
そ
び

え
立
つ
姿
は
、
貫
禄
十
分
で
す
。
満
開

に
な
る
と
、
境
内
は
薄
桃
色
と
紅
色
で

み
ご
と
に
染
ま
り
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
と

秩
父
紅
し
だ
れ
桜
の
開
花
の
時
期
が
1

週
間
ほ
ど
ず
れ
て
い
る
た
め
、
長
い
期

間
楽
し
め
ま
す
。

　

花
が
見
ご
ろ
に
な
る
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
夜
空
に
映
え
る

幽
玄
な
姿
も
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

問
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
54
ー
２
１
１
４

さ
ま
ざ
ま
な
旅
立
ち
の
場
面
を
迎
え
る

方
々
が
、
希
望
を
胸
に
訪
れ
る
人
気
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
展
望
台
も
兼
ね
て

い
て
、「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
メ
ロ
デ
ィ
ー

が
流
れ
る
通
路
を
進
み
、
先
端
の
ス
テ
ー

ジ
へ
到
達
す
る
と
、
さ
ら
に
こ
の
歌
の

誕
生
し
た
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
コ
ー

ラ
ス
が
流
れ
始
め
ま
す
。
ま
た
、
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
手
す
り
は
五
線
譜
に
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
土
鈴
や
絵
馬

風
メ
ッ
セ
ー
ジ
グ
ッ
ズ
を
音
符
の
よ
う

に
つ
る
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
観
光
振
興
課
☎
25

－

５
２
０
９

　

荒
川
地
区
の
若
御
子
山
の
ふ
も
と
に

建
つ
岩が

ん

松
し
ょ
う

山ざ

ん

清
雲
寺
に
は
、
約
30
本
の

桜
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
も
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
が
、
応

永
27
年
（
１
４
２
０
年
）
に
清
雲
寺
が

創
建
さ
れ
た
折
、
楳ば

い

峯ほ

う

香こ

う

禅ぜ

ん

師じ

が
植
え

た
と
伝
え
ら
れ
る
樹
齢
６
０
０
年
の
し

よく見るとハートの形をしている花びら

40万株以上の花の絨
じゅうたん

毯が広がる「芝桜の丘」

芝
桜
の
丘

旅
立
ち
の
丘

市街地を一望できる「旅立ちの丘」

清
雲
寺
の
し
だ
れ
桜

ライトアップに映えるしだれ桜



秩
父
図
書
館
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
図
書
の
朗
読

テ
ー
プ
作
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
絵
本
相
談
日

と　

き　

３
月
24
日
㈫
、
４
月
28
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　

良
い
絵
本
の
選
び
方
、
与
え

方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

３
月
28
日
㈯
、
４
月
11
日
㈯
、

25
日
㈯
午
後
３
時
〜
（
約
40
分
）

内　

容　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年

児
童
向
け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し

し
ま
す
。

※
参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
４
９
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　
『
モ
ダ
ン
タ
イ
ム
ス
』

（
１
９
３
６
年
、
ア
メ
リ
カ
、
87
分
）

監
督
・
脚
本　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ

プ
リ
ン

出　

演　

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
チ
ャ
ッ
プ
リ

ン　

ポ
ー
レ
ッ
ト
・
ゴ
ダ
ー
ド

内　

容　

資
本
主
義
社
会
を
生
き
て
い

る
上
で
、
人
間
の
尊
厳
が
失
わ
れ
、
機

械
の
一
部
分
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
世

の
中
を
笑
い
で
表
現
し
て
い
る
。

（
出
典
：
フ
リ
ー
百
科
事
典
『
ウ
ィ
キ

ペ
デ
ィ
ア
』）

と　

き　
３
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

会　

場　

秩
父
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

25

◇
３
月
10
日
〜
４
月
30
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 水 17 金
２ 木 18 土 　　　　　　大
３ 金 19 日 　　　　　　大
４ 土 　　　　　　大 20 月 秩　荒　吉　　
５ 日 　　　　　　大 21 火
６ 月 秩　荒　吉　　 22 水
７ 火 23 木
８ 水 24 金
９ 木 25 土 　　　　　　大
10 金 26 日 　　　　　　大
11 土 　　　　　　大 27 月 秩　荒　吉　　
12 日 　　　　　　大 28 火
13 月 秩　荒　吉　　 29 水 　　　　吉　大
14 火 30 木 秩
15 水
16 木

４月
◇
３
月
10
日
〜
４
月
30
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 火 秩 21 土 　　　　　　大
11 水 秩 22 日 　　　　　　大
12 木 秩 23 月 秩　荒　吉　　
13 金 秩 24 火
14 土 秩　　　　　大 25 水
15 日 秩　　　　　大 26 木
16 月 秩　荒　吉　　 27 金
17 火 28 土 　　　　　　大
18 水 29 日 　　　　　　大
19 木 30 月 秩　荒　吉　　
20 金 　　　　吉　大 31 火 秩

３月

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

年
度
末
整
理
休
館
の
ご
案
内

秩

父

図

書

館

秩

父

図

書

館

荒

川

図

書

館

荒

川

図

書

館

　

年
度
末
の
蔵
書
点
検
の
た
め
、
秩
父

図
書
館
は
３
月
10
日
㈫
〜
15
日
㈰
は
休

館
し
ま
す
。な
お
、資
料
の
返
却
は
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｃ

Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
破
損
の
恐
れ

の
あ
る
も
の
は
、
事
務
室
ま
で
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
第
２

駐
車
場
（
横
田
セ
メ
ン
ト
店
様
東
側
の

大
通
り
を
は
さ
む
12
台
分
）
が
、
４
月

か
ら
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

秩
父
図
書
館
で
は
、
新
年
度
の
主
催

講
座
（
万
葉
集
講
座
・
俳
句
講
座
・
短

歌
講
座
）
の
受
講
生
を
現
在
募
集
中
で

す
。
詳
し
く
は
、
市
報
ち
ち
ぶ
２
月
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
講
座
に
よ
っ
て
は
、
申
込
み
多
数
の

た
め
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

視
覚
障
が
い
ま
た
は
高
齢
な
ど
の
理

由
で
、
自
分
で
本
を
読
む
こ
と
が
困

難
な
方
は
、
秩
父
図
書
館
の
対
面
朗
読

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
利
用
希
望
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

と　

き　

４
月
14
日
㈫

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
（
約
30
分
）

内　

容　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と

し
た
や
さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

３
月
21
日
㈯
、
４
月
25
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜（
約
30
分
）

内　

容　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
絵
本
や
紙
芝

居
、
手
あ
そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

●
人
形
劇
（
入
場
無
料
）

　

劇
団
「
な
る
に
あ
」
に
よ
る
、
か
わ

い
い
人
形
た
ち
の
楽
し
い
お
芝
居
が

や
っ
て
き
ま
す
。

題　

名　
『
ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
』

ほ
か
（
50
分
）

内　

容　

年
老
い
た
ロ
バ
が
、
飼
い
主

に
見
捨
て
ら
れ
た
た
め
に
、
ブ
レ
ー
メ

ン
の
町
の
音
楽
隊
に
入
ろ
う
と
し
て
、

で
か
け
る
。
途
中
で
、
犬
、
猫
、
雄
鶏

と
出
会
い
森
の
泥
棒
の
家
に
行
き
…
。

グ
リ
ム
童
話
の
名
作
で
す
。

と　

き　

３
月
28
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

会　

場　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

秩父図書館
（午前10時～午後６時）
上町３－６－27
☎２２－０９４３
荒川図書館
（午前９時～午後５時）
荒川日野６６－２
☎５４－１０３４

秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）
下吉田６５６９－１
☎７７－１１００
秩父図書館大滝分館
（午前９時～午後５時）
大滝９４５
☎５５－００３３

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

催
し
物
の
ご
案
内

図
書
館
駐
車
場
の
ご
案
内

新
年
度
講
座
受
講
生
を
募
集
中

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
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通知が届いていない方は各保健センターまでお問

い合わせください。

［三種混合］
対　象　生後３か月～７歳６か月未満

受け方　初回：３回接種（間隔は20～56日で接種）

　　　　追加：１回接種（初回３回目を接種した日

から１年～１年６か月の間に接種）

※三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けて

ください。秩父保健センター（集団）でも受けら

れます。

●【第４期麻しん風しん定期予防接種（集団）】
対　象　平成３年４月２日～平成４年４月１日生まれ

の方（４月１日以降、高校３年生相当の年齢になる方）

※実施日および会場については、39ページの保健セ

ンターカレンダーをご覧ください

●【言語リハビリ教室】

●【ゆりかご支援事業】
　平成20年度不妊治療のための補助事業については、

申請の締切日が平成21年４月３日㈮となっています

ので、お早めに各保健センターに提出してください。

　すでに申請書をお持ちの方、これから申請予定の

方は、確認のため３月中旬までに各保健センターへ

事前にご連絡ください。

●【ことばの相談】

※午後開催予定です。詳しい時間は予約時にお知ら

せします。

※予約制となりますので、事前に各保健センターへ

電話でお申し込みください。
月　　日 会　　場 実施時間

３月19日㈭
４月16日㈭ 秩父保健センター

13：30～15：30
３月24日㈫

吉田保健センター
４月21日㈫

３月30日㈪
４月27日㈪ 荒川保健センター

●【乳幼児健診】

●【ＢＣＧ予防接種】
　４月17日㈮　受付13：15～14：00

　※乳児健診と同時実施です。

●【育児相談・健康相談】
　４月７日㈫　受付９：30～10：30

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月17日㈮ 13：00～13：45 ４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成20年11・12月生まれ
平成20年５・６月生まれ

●【健康相談・育児相談】
　４月７日㈫

　13：00～15：00（大滝総合支所内）

　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。

大滝保健センターからのお知らせ

●【乳幼児健診】

●【歯みがき教室】

●【育児相談】

●【親子ふれあい教室】１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　３月19日㈭　９：30～11：10

●【ＢＣＧ予防接種】満３か月～６か月未満
　３月25日㈬　13：15～14：00

　※母子健康手帳、予診票をお持ちください。

●【健康相談】
　４月15日㈬　13：30～14：30

※健康手帳をお持ちください。

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月６日㈪ １０：００～１１：00 育児相談、身長・体重測定 乳　　幼　　児

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

３月25日㈬
13：15～14：00

４ か 月 児 健 診
10 か 月 児 健 診

平成20年10・11月生まれ
平成20年４・５月生まれ

４月22日㈬ １ 歳 ６ か 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

平成19年８・９月生まれ
平成17年11・12月生まれ

月   日 会　場 内　　　容

４月２日㈭ 吉田保健センター ことばの発達、発音などに関する個別相談

４月16日㈭ 荒川保健センター 対　　　象

ことばの発達、発音などに心配のある幼児とその
保護者４月24日㈮ 秩父保健センター

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月22日㈬ 13：15～14：00
歯 科 医 師 の 診 察・
ブ ラ ッ シ ン グ 指
導・ フ ッ 素 塗 布 等

平成19年２・３月生まれ



�

●【健康カレンダーのお知らせ】
　｢平成21年度 秩父市健康カレンダー｣ を市報ちち

ぶ３月号と同時配布しました。各種がん検診のお知

らせや、予防接種等日程表が掲載されていますので、

１年間大切に保管してください。

　手違いでお手元に届かない場合等は、各保健セン

ター窓口にてお渡しします。

●【各保健センター等で受けられる検診（集団検診）
の申込みについて】

［胃がん検診および乳・子宮がん検診］
　４月および５月に実施する胃がん検診、乳・子宮

がん検診の申込みを一括で受け付けます。詳しくは

この市報と一緒に世帯配布された「平成21年度 秩

父市健康カレンダー」の４ページおよび20ページを

ご覧ください。

　なお、申込書は健康カレンダーの21～22ページに

掲載していますので、４月７日㈫までに各保健セン

ターへお申し込みください。

　また、６月以降の検診の申込みについても健康カ

レンダーをご覧ください。

　なお、胃がん検診、乳・子宮がん検診の当日に、

検診会場で大腸がん検診も申し込むことができます。

●【個別がん検診】
※今年度の受付はすでに３月６日㈮で終了となって

います。平成21年度（４月から）の申込みは、毎
月１～７日（土・日・祝日を除く）に各保健セン
ターで受け付けます。詳しくは各保健センターに
お問い合わせください。

●【指定医療機関で受けられる個別予防接種】
[麻しん風しん混合]
対　象　第１期：１歳～２歳未満

　　　　第２期：小学校就学前の１年間

※第２期該当者へは個別通知でお知らせしています。

秩父保健センター会場
※先着100人（予約制）。なお、希望者のみ、計測・

育児相談を実施します。

※当日、普段お子さんが使用している歯ブラシ・

コップ・タオルと母子健康手帳をお持ちください。

●【予防接種】（集団）

※母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書をお

持ちください。

※３か月を過ぎたお子さんはＢＣ

Ｇから受けましょう！

※ＢＣＧの接種期間は３か月間で

す。接種期間内に予防接種が受

けられない場合は、各保健セン

ターにお問い合わせください。

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。

●【育児相談】

※育児相談と同時に、子育てに心配のある方などを

対象に、療育相談員による「すこやか相談」を実

施しています（要予約）。

●【歯みがき教室】平成19年4月～6月生まれの幼児
と　き　４月23日㈭　13：00～14：00

内　容　歯科健診、ブラッシング指導、フッ素塗布
申４月17日㈮までに秩父保健センターへ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
４月９日㈭

13：00～14：00

３ 歳 児 健 診 平成17年12月生まれ
４月14日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成20年11月生まれ
４月15日㈬ 乳児（10か月児）健診 平成20年６月生まれ

３月24日㈫
４月21日㈫ １ 歳 ６ か 月 児 健 診 平成19年９月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

４月３日㈮ ９：30～10：30 育児相談、身長・体
重測定、赤ちゃん体操 乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三 種 混 合 ４月７日㈫
５月８日㈮

13：30～14：30

生後３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ
３月16日㈪
４月22日㈬
５月22日㈮

生後３か月～６か月未満
（３か月間）
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相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

４月７日㈫・16日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士４月14日㈫

10時～15時
吉田総合支所

（振興会館）
※電話で予約が必要です。
３月23日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権
毎月第２・４
水曜 13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

４月15日㈬ 吉田総合支所
（振興会館）

行 政

３月16日㈪
４月20日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
４月６日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
３月23日㈪
４月27日㈪ 大滝総合支所

４月13日㈪ 荒川総合支所
市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活
（多重債務） 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活相談員

行 政 手 続 ４月14日㈫　13時～15時 行政書士

登 記 ３月18日㈬・４月15日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 ４月６日㈪　10時～15時 税理士
土 地 建 物 ４月21日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について ３月26日㈭・４月23日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 ３月24日㈫・４月28日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年金・労働 ３月13日㈮・４月10日㈮
13時～15時 社会保険労務士

公 証 毎月第２・４火曜
９時30分～12時 公証人

上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200
※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

ＤＶについて 月～金曜
８時30分～17時15分

社会福祉課☎25－5204　※吉田・大滝・
荒川総合支所市民福祉課でも実施

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－778522－7055
（身体障がい） ☎22－704521－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障 が い 者 の
就 労・ 生 活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・22－2870

い じ め・
不 登 校 等

ひまわり教室　月～金曜　９時～17時
※３月中、火曜午後はカウンセラーが相談

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～16時

内 職 月～金曜　９時～16時 ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働

月～金曜　9時～17時　電話相談
　　　　　9時～16時　面接相談

労働相談センター
☎048－830－4522

月～金曜　８時30分～17時15分　面接相談
第3木曜　14時～16時
弁護士による面接相談

秩父地域振興センター
（要予約）☎24－1110

中小企業者向
けよろず金融

４/８㈬  13時～16時30分  ※前々日まで
に要予約　会場   歴文館５階第２会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
福祉女性会館
３/14㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 社協荒川事務所　３/26㈭　13時～16時

　 　

認
知
症
と
い
う
名
前
が
だ
ん
だ
ん
と

周
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
認
知
症
は
他
の
病
気
と
同
じ

よ
う
に
「
病
気
」
と
し
て
は
扱
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

認
知
症
と
い
う
と
、
つ
い
つ
い
そ
の

症
状
自
体
に
目
が
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ひ
ど
い
物
忘
れ
、
徘
徊
、
暴
言
・
・
・
。

こ
れ
ら
の
行
動
は
「
問
題
行
動
」
と
さ

れ
、
認
知
症
＝
問
題
行
動
と
い
う
部
分

だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
が
ち
で
す
。

　

認
知
症
と
さ
れ
て
い
て
も
、
硬
膜
下

血
腫
な
ど
は
、
適
切
な
処
置
が
さ
れ
れ

ば
症
状
が
軽
減
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

し
、
老
人
性
の
う
つ
病
の
初
期
段
階
に

は
、
認
知
症
と
似
た
よ
う
な
症
状
が
あ

り
ま
す
。

　

一
言
で
「
認
知
症
」
と
い
っ
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

必
要
な
対
応
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
言
に
「
風
邪
」
と
い
っ
て
も
、
頭
痛

が
あ
る
の
か
発
熱
が
あ
る
の
か
と
症
状

が
異
な
っ
て
い
た
り
、「
風
邪
」
と
思
っ

て
も
実
は
違
う
病
気
だ
っ
た
、
と
い
う

こ
と
と
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

認
知
症
と
思
わ
れ
る
症
状
が
あ
る
と

き
に
、「
年
だ
か
ら
」
と
せ
ず
、
先
生

と
相
談
し
て
正
し
い
対
応
を
と
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
い
わ
ゆ
る
問
題

行
動
に
つ
い
て
は
、
先
生
か
ら
処
方
さ

れ
る
薬
で
完
治
し
な
い
ま
で
も
、
そ
の

ほ
う
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
な
ど
の

改
善
や
、
行
動
の
変
化
が
み
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。

　

病
気
と
し
て
の
対
応
は
医
学
的
な
指

導
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
認
知
症
に

と
も
な
う
行
動
が
、
と
も
に
生
活
す
る

家
族
に
負
担
を
強
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
、
家
族
だ
け
で

抱
え
込
ま
ず
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
近
所
に

お
悩
み
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な
方
が
い

る
場
合
に
も
、「
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
い
う
と
こ
ろ
で
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

え
ま
す
よ
」
と
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
受
診
の

相
談
や
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
へ
向
け
て
の

お
手
伝
い
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
と
い
う
病
気
を
抱
え
て
い
て

も
、
そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
、
周
り
の
方
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
と
い
う
病
気

おもてなしクイズの解答　Ｑ１　②25周年　　Ｑ２　③レッツゴー



�

　

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

す
。
職
業
な
ど
に
よ
り
、
加
入
の
種
別

は
３
つ
〔
第
１
号
被
保
険
者
（
自
営
業

者
な
ど
）・
第
２
号
被
保
険
者
（
会
社

員
や
公
務
員
）・
第
３
号
被
保
険
者
（
会

社
員
等
の
被
扶
養
配
偶
者
）〕
に
分
か

人
生
の
節
目
に
は

国
民
年
金
の
届
出
を
！

れ
ま
す
。
結
婚
や
就
職
な
ど
に
よ
り
加

入
の
種
別
が
変
わ
る
と
き
は
、
年
金
の

届
出
が
必
要
で
す
。

※
届
出
の
内
容
で
届
出
先
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
手
続
き
を
す
る
と
き
に
は

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
届
出
先
は
、
住
民
登
録
地
の
市
町
村
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
社
会
保
険
事
務
所
（
埼
玉
県
国

民
年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
27

－

６
５
６
１

市
役
所
保
険
年
金
課 

国
民
年
金
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１（
内
線
１
１
３
５
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

自動車の後部座席についても、必ずシートベルトを着用しましょう！

届
出
を
す
る
と
き
は
必
ず
年
金
手
帳
を

持
参
し
ま
し
ょ
う
！

ス
ト
ー
マ
外
来
っ
て

な
ん
だ
ろ
う
？

検査・治療情報　その２

ストーマ外来

　
「
ス
ト
ー
マ
」
と
は
、病
気
に
よ
っ
て
、

お
腹
に
造
っ
た
便
や
尿
の
排
泄
口
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
そ
の
ス
ト
ー
マ
を

持
っ
た
方
を
「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
」
と
い

い
ま
す
が
、
そ
の
方
々
の
病
気
や
手
術

に
対
す
る
不
安
や
、
ス
ト
ー
マ
を
持
つ

こ
と
の
変
化
を
一
緒
に
受
け
入
れ
、
取

り
組
め
る
よ
う
に
援
助
し
て
い
く
の
が

ス
ト
ー
マ
外
来
で
す
。

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

日
常
生
活
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス

ト
ー
マ
と
上
手
に
付
き
合
い
な
が
ら
、

素
敵
な
時
間
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
援
助

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
ス
ト
ー
マ
や
瘻ろ

う

孔こ
う

（
皮
膚
・
粘
膜
や
臓
器
の
組
織
に
生
じ

た
管
状
の
穴
）、
褥じ

ょ
く

瘡そ
う

（
床
ず
れ
）、
創そ

う

傷し
ょ
う

（
き
ず
）
な
ど
も
、
担
当
医
師
の
依

頼
に
よ
り
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
院
で
ス
ト
ー
マ
を
造
っ
た
方

の
受
診
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
疾
患

の
治
療
に
関
し
て
は
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提

で
す
。
ま
た
、
受
診
に
際
し
て
は
紹
介

状
を
持
参
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
術
式
に
よ
り

排
泄
物
の
性
状
が
異
な
る
こ
と
や
、
内

服
さ
れ
て
い
る
お
薬
に
よ
っ
て
装
具
を

貼
っ
て
い
る
部
分
に
ス
キ
ン
ト
ラ
ブ
ル

が
出
現
し
た
場
合
等
、
担
当
医
師
と
の

連
携
が
必
要
に
な
る
た
め
で
す
。

　

主
に
看
護
師
２
人
（
う
ち
１
人
は
皮

膚
・
排
泄
認
定
看
護
師
）
で
活
動
し
て

お
り
、
予
約
制
で
毎
月
第
２
・
４
土
曜

日
の
午
前
中
に
外
科
外
来
で
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
若
干
名
で
す
が
毎
週
水
曜

日
も
予
約
に
て
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
外
科
外
来
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
市
立
病
院
外
科
外
来

　

☎
23

－

０
６
１
１

受
診
を
す
る
と
き
に
は

ストーマ外来の様子

国民年金に入る
こんなとき どうする 届　　出　　先

20歳になったら 国民年金に加入の手続き
をする

第１号被保険者→保険年金課または
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課
第３号被保険者→配偶者の勤務先

会社を退職したとき
国民年金に加入の手続き
をする（被扶養配偶者で
あった方も同様です）

保険年金課
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課

結婚や退職等で配偶者の
扶養に入ったとき

第３号被保険者への種別
変更の届出をする 配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはずれ
たとき

第３号被保険者から第１
号被保険者への種別変更
の手続きをする

保険年金課
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課

配偶者が会社をかわった
とき

引き続き第３号被保険者
となる手続きをする 配偶者の新しい勤務先

国民年金保険料を納める
こんなとき どうする 届　　出　　先

口座振替を開始（変更）・
辞退するとき

口座振替（変更）申出書
等を提出する

銀行・郵便局・農協・信用金庫・信
用組合・労働金庫・社会保険事務所

クレジットカード納付を
開始（変更）・辞退する
とき

クレジットカード納付
（変更）申出書等を提出
する

秩父社会保険事務所

納付書を紛失したとき 納付書の再発行を申し
出る 秩父社会保険事務所

保険料を納めるのが困難
なとき

免除や若年者納付猶予の
申請をする

保険年金課
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課

学生で保険料を納めるの
が困難なとき

学生納付特例の申請を
する

保険年金課
吉田・大滝・荒川総合支所市民福祉課



2009年3月号 �

と　

き　

３
月
14
日
㈯
、
29
日
㈰

受　

付　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　

所　

歴
史
文
化
伝
承
館
５
階

内　

容　

解
雇
、
内
定
取
り
消
し
、
雇

用
保
険
、
住
宅
、
勤
労
者
融
資
等

※
平
日
は
「
緊
急
雇
用
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
、
市
職
員
に
よ
る
求
人
情
報

や
勤
労
者
向
け
融
資
情
報
の
提
供
、

相
談
内
容
に
応
じ
た
関
係
機
関
の
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
市
役
所
工
業
振
興
課
☎
22

－
３
４
２
８

埼
玉
県
秩
父
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

１
１
１
０

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
☎
22

－

３
２
１
５

緊
急
・
雇
用
労
働

相
談
窓
口
を
開
設

１　

秩
父
商
工
会
議
所
で
は
、
地
域
商
工

業
者
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
日

本
政
策
金
融
公
庫
融
資
担
当
者
に
よ
る

「
緊
急
特
別
融
資
相
談
会
（
個
別
面
接
）」

を
開
催
し
ま
す
。
事
前
申
込
み
が
必
要
で

す
が
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

緊
急
特
別
融
資
相
談
会

２

と　

き　

３
月
24
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

秩
父
商
工
会
議
所
会
議
室

持
ち
物　

申
告
書
２
期
分
ま
た
は
決
算

書
２
期
分

●
融
資
制
度
（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

・
普
通
貸
付　

利
率
：
年
２
・
４
％
～

・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付　

利
率
：

年
２
・
１
％
～

・
マ
ル
経
貸
付　

利
率
：
年
２
・
１
％

※
利
率
は
２
月
17
日
現
在
で
す
。
ま
た
、

用
途
な
ど
に
よ
り
利
率
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
秩
父
商
工
会
議
所
☎
22

－

４
４
１
１

日
本
政
策
金
融
公
庫
熊
谷
支
店 

国
民

生
活
事
業

　

☎
０
４
８

－

５
２
１

－

２
７
３
１

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
を
年
金

天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
請
に
て

口
座
振
替
へ
切
り
替
え
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　

申
出
書
・
口
座
振
替
依
頼
書

（
金
融
機
関
へ
の
届
出
印
が
必
要
）
の

提
出
が
必
要
で
す
。

※
申
請
時
期
に
よ
り
、
年
金
天
引
き
か
ら

口
座
振
替
の
切
替
え
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
・
問
保
険
年
金
課

　

☎
22

－

２
２
１
１（
内
線
１
１
３
３
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

口
座
振
替
の
ご
案
内

３

　

市
・
県
民
税
の
申
告
締
切
日
は
３
月

16
日
㈪
で
す
。
申
告
を
し
て
い
な
い
方

は
、
必
ず
期
限
内
に
印
鑑
・
源
泉
徴
収

票
・
各
種
支
払
証
明
書
等
を
持
参
の
う

え
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
会
場
お
よ
び
受
付
時
間
等
は
、

市
報
ち
ち
ぶ
２
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課
市
民
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　
（
内
線
１
２
７
１
・
１
２
７
２
）

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
税
務
担
当

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
３

　

大
滝
☎
55

－

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
５

市
・
県
民
税
の
申
告
は

３
月
16
日
㈪
ま
で

４

秩
父
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

所
得
税
の
確
定
申
告
は

      

３
月
16
日
㈪
ま
で

５　

平
成
20
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
と

納
税
は
、
３
月
16
日
㈪
（
土
・
日
曜
は

閉
庁
日
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
必
要
な
方
が
、
期
限
内

に
申
告
と
納
税
を
行
わ
な
い
場
合
、
加

算
税
や
延
滞
税
が
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

  
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
は
、

事
業
税
と
住
民
税
の
申
告
書
の
提
出
は

不
要
で
す
。
納
税
は
振
替
納
税
、
還
付

金
の
受
取
り
は
口
座
振
込
が
大
変
便
利

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

　

☎
22

－

４
４
３
３

※市報掲載の広告は、あくまでも営業広告であり、市として推薦、公認、販売促進等を行っている
　ものではなく、内容について市が責任を負うものではありません。

広告広告
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不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になったけれ
ど、まだ利用できるものなので譲りたい、または
譲ってほしいという希望者の方を登録し、紹介し
ています。なお、無料譲渡を条件とします。

申・問市民生活課　☎２５－５２００

お譲りします！
学習机・椅子、自転車（₂₄インチ女児用）、ジュ
ニアシート

お譲りください！
成人用自転車、スケートボード、足踏みミシン、
ベビー用たんす、振り子式時計、うどん用こね鉢、
マウンテンバイク、足踏み脱穀機

登録状況
　譲りたい物 ３件
　譲ってほしい物 ₁₅件

（２月₁₇日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限りま
す。希望者の方は、電話で下記までご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」また
は「譲り受ける必要がなくなった」という場合は、
必ずご連絡ください。

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

70
歳
以
上
の
方
で
、
現
在
お
持
ち
の
高

齢
受
給
者
証
（
ピ
ン
ク
色
の
カ
ー
ド
）

の
負
担
割
合
が
１
割
の
方
は
、
４
月
１

日
以
降
も
１
年
間
据
え
置
い
た
負
担
割

合
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
へ
は
、
更
新
し
た
高

齢
受
給
者
証
を
３
月
下
旬
に
発
送
し
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
負
担
割
合
が
３
割
の
方
は
、

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者
証
を
引
き

続
き
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問
保
険
年
金
課
☎
22

－

２
２
１
１

　
（
内
線
１
１
３
１
）

高
齢
受
給
者
証
を

お
送
り
し
ま
す

６

人
間
ド
ッ
ク
検
診
料

　

補
助
の
申
請
方
法
が

　
　
　

変
わ
り
ま
す

７　

市
で
は
、
保
健
事
業
の
一
環
と
し
て
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
に
、

年
度
内
に
１
回
限
定
で
人
間
ド
ッ
ク
検

診
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
を
受
け
る
場
合
に
は
、
指
定
医

療
機
関
に
予
約
し
て
か
ら
利
用
券
の
申

請
を
し
て
、
医
療
機
関
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
補
助
の
利
用
券
は
、
平

成
2₁
年
度
か
ら
は
月
ご
と
に
人
数
の
上

限
を
決
め
て
受
付
け
ま
す
。

利
用
券
の
申
請　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
月

の
前
月
１
日
か
ら
窓
口
で
受
付
開
始
と

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
報
ち
ち
ぶ
４
月
号
に
て

問
保
険
年
金
課
☎
25

－

５
２
０
１

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
３

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
５

　

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
救
済
に
関
す

る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
20
年
12
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
救
済
給
付

に
関
す
る
改
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
医
療
費
、
療
養
手
当
の
支
給
開
始
日

が
、
申
請
日
か
ら
療
養
開
始
日
（
た

だ
し
、
申
請
日
か
ら
３
年
前
以
前
の

と
き
は
３
年
前
ま
で
）
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
す
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る

石
綿
救
済
法
の
改
正
に
よ
り

救
済
給
付
範
囲
が
拡
大

８

方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
平
成
1₈
年
３
月
27
日
以
降
に
中
皮
腫

や
肺
が
ん
に
か
か
り
、
認
定
の
申
請

を
し
な
い
で
死
亡
さ
れ
た
方
の
ご
遺

族
に
も
、
特
別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別

葬
祭
料
（
約
３
０
０
万
円
）
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

③
中
皮
腫
や
肺
が
ん
に
か
か
り
、
平

成
1₈
年
３
月
26
日
以
前
に
死
亡
さ
れ

た
方
の
ご
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
特

別
遺
族
弔
慰
金
・
特
別
葬
祭
料
（
約

３
０
０
万
円
）
の
請
求
期
限
が
、
平

成
24
年
３
月
27
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
保
健
所
☎
22

－

３
８
２
４

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

　

☎
０
１
２
０

－

３
８
９

－

９
３
１

HPhttp://w
w

w
.erca.go.jp/asbestos/

今
月
で
受
付
終
了
で
す

恩
給
欠
格
者

　

戦
後
強
制
抑
留
者

　
　

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

1₀●
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な

い
恩
給
欠
格
者
の
方

●
戦
後
、
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑

留
さ
れ
た
方

●
終
戦
に
と
も
な
い
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

　

こ
れ
ら
の
方
に
、
あ
ら
た
め
て
慰
藉

の
念
を
表
す
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名

の﹃
特
別
慰
労
品
﹄を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等

を
受
け
ら
れ
た
方
、
書
状
を
受
け
る
資

格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
請
求
さ

れ
て
い
な
い
方
も
対
象
で
す
。

請
求
書
類　

社
会
福
祉
課
ま
た
は
吉
田
・

大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限　

３
月
31
日
㈫
ま
で

資
格
要
件
な
ど

　

独
立
行
政
法
人 

平
和
記
念
事
業
特

別
基
金
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

無
料
電
話

　

☎
０
１
２
０

－

２
３
４

－

９
３
３

※
月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時
15
分
～
午

後
５
時
15
分

HPh
ttp

://w
w

w
.h

eiw
a.go

.jp

問
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６
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「
秩
父
市
社
会
教
育
活
動

　

主
催
者
賠
償
責
任
保
険
」

　
　

加
入
手
続
き

11　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
の
指
導
者
が
、

そ
の
団
体
の
活
動
中
（
指
定
の
練
習

日
）
な
ど
に
、
指
導
中
の
過
失
が
も
と

で
、
損
害
賠
償
責
任
が
生
じ
た
場
合
に

備
え
て
、
保
険
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
該
当
団
体
は
加
入
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
傷
害
保
険
は
適
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
次
の
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
」
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

加
入
団
体
範
囲

・
秩
父
市
体
育
協
会
の
加
盟
団
体
の
各

加
盟
ク
ラ
ブ

・
秩
父
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
加
盟
団
体

・
秩
父
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の

加
盟
団
体

・
秩
父
市
青
少
年
育
成
協
議
会
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動

・
そ
の
他
市
が
認
め
る
活
動

加
入
資
格　

右
記
団
体
ま
た
は
活
動
の
指

導
者

※
無
償
で
指
導
す
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

保
険
料　

市
が
負
担
す
る
た
め
無
料

申
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25

－

５
２
３
０

　

平
成
21
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
を
３
月
か
ら
行
い
ま
す
。　

　

こ
の
保
険
は
、
㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
が
実
施
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
を

12

動
や
文
化
活
動
、
社
会
奉
仕
活
動
等
を

行
う
５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
と

し
て
、
往
復
途
上
も
含
め
た
活
動
中
の

傷
害
事
故
お
よ
び
賠
償
責
任
を
補
償
す

る
も
の
で
す
。
グ
ル
ー
プ
や
指
導
者
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、

ぜ
ひ
、
こ
の
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
度
か
ら
制
度
改
定
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
険
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
平
成
22
年

３
月
31
日
㈬

問
㈶
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
埼
玉
県
支
部

（
埼
玉
県
体
育
協
会
内
）

　

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

６
９
５
８

申
込
書
配
布
窓
口

　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25

－

５
２
３
０

　

誰
も
が
進
ん
で
県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
に
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加
で

き
る
よ
う
、
県
で
は
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登

録
者
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
が
発
信
さ
れ
ま
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
（
中
学
校
卒
業

以
上
）
は
、
県
立
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
願
い
し
ま
す
。

HPh
ttp

://w
w

w
.p

re
f.sa

ita
m

a
.

lg.jp
/A

20/B
A
41/

※
登
録
情
報
は
、
管
理
目
的
以
外
で
の

使
用
は
一
切
し
ま
せ
ん
。

問
県
立
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
８

－

７
７
４

－

５
５
５
１

　

春
の
お
彼

岸
は
３
月
20
日

（
金
・
祝
）、
21

日
㈯
、
22
日
㈰

の
３
日
間
、
西

武
鉄
道
西
武
秩

父
駅
・
秩
父
鉄

道
秩
父
駅
か
ら
聖
地
公
園
へ
の
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

運
行
時
間

各　

駅　

発　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

聖
地
公
園
発　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
な
お
、
バ
ス
乗
降
場
所
が
児
童
交
通

公
園
駐
車
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
交

通
公
園
に
お
越
し
の
方
は
聖
地
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
彼
岸
期
間
中
は
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

問
や
す
ら
ぎ
の
丘
管
理
事
務
所

　

☎
22

－

３
４
６
９

　

聖
地
公
園
内
に
移
築
し
て
あ
る
旧
秩

父
駅
舎
を
、
春
分
の
日
を
中
心
に
無
料

休
憩
所
と
し
て
開
館
し
ま
す
。
室
内
に

は
、
秩
父
鉄
道
関
係
資
料
な
ど
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

開
館
期
間　

３
月
14
日
㈯
～
22
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

聖
地
公
園
内
旧
秩
父
駅
舎

問
文
化
財
保
護
課
☎
22

－

２
４
８
１

旧
秩
父
駅
舎
を

無
料
休
憩
所
と
し
て
開
館

15

　

平
成
３
年

に
「
看
護
の

日
」
が
制
定

さ
れ
、「
看

護
の
心
を
み

ん
な
の
心

に
」
を
テ
ー

マ
に
、
今
年

も
ふ
れ
あ
い

看
護
体
験
を

計
画
し
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、

思
い
や
り
の
心
、
看
護
の
心
を
感
じ
、

ま
た
、
看
護
職
へ
の
理
解
も
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
６
日
㈯

と
こ
ろ　

市
立
病
院

参
加
対
象　

高
校
生
以
上
の
男
女

募
集
人
数　

10
人
（
先
着
順
）

申
往
復
は
が
き
に
、
〒
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
・
☎
・
白
衣
サ
イ
ズ
（
Ｓ
・

Ｍ
・
Ｌ
）
を
記
入
し
て
、
４
月
21
日
㈫

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
３
６
８

－

０
０
２
５　

桜
木
町
８

－

９

秩
父
市
立
病
院
看
護
部
あ
て

問
市
立
病
院
看
護
部　

総
看
護
師
長　

新
井
☎
23

－

０
６
１
１

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

参
加
者
募
集

16

「
ス
ポ
ー
ツ

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

13

春
の
お
彼
岸

　

聖
地
公
園

　
　

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

14
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秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！

購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ

●
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

受
験
資
格

・
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方
、
た
だ
し

22
歳
未
満
の
方
は
大
学
卒（
見
込
み
）

・
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）

で
28
歳
未
満
の
方

●
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

受
験
資
格

・
歯
科
：
専
門
の
大
学
卒
（
見
込
み
）

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
方

・
薬
剤
科
：
専
門
の
大
学
卒（
見
込
み
）

で
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

※
専
門
の
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者

（
見
込
み
）
は
28
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
５
月
12
日
㈫

問
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部

　

秩
父
地
域
事
務
所
☎
22

－

６
１
５
７

自
衛
官

（
幹
部
候
補
生
）
募
集

17

国
税
専
門
官
募
集

18受
験
資
格

①
昭
和
55
年
４
月
２
日
～
昭
和
63
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、

次
の
方

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平
成
22

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方

⑵
人
事
院
が
、
⑴
に
掲
げ
る
方
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

第
一
次
試
験　

６
月
14
日
㈰

第
二
次
試
験　

７
月
21
日
㈫
～
28
日
㈫
の
い

ず
れ
か
１
日

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
14
日
㈫

問
関
東
信
越
国
税
局 

人
事
第
二
課
試

験
係
☎
０
４
８

－

６
０
０

－

３
１
１
１

（
内
線
２
０
９
５
・
２
０
９
７
）

埼
玉
県
警
察
官
募
集

19

受
験
資
格

Ⅰ
類　

大
学
を

卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
で
、

年
齢
が
29
歳
ま

で
の
方

Ⅱ
類　

短
大
ま

た
は
専
修
学
校

を
卒
業
ま
た
は

卒
業
見
込
み
で
、
年
齢
が
19
歳
か
ら
29

歳
ま
で
の
方

Ⅲ
類　

右
記
の
Ⅰ
類
ま
た
は
Ⅱ
類
に
該

当
し
な
い
方
で
、
年
齢
が
18
歳
か
ら
29

歳
ま
で
の
方
（
高
校
３
年
生
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。）

※
年
齢
は
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬　

持

参
ま
た
は
送
付
（
15
日
消
印
有
効
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募
は
４

月
14
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

第
１
次
試
験　

５
月
10
日
㈰

※
詳
細
は
左
記
ま
た
は
最
寄
り
の
交

番
・
駐
在
所
ま
で

問
埼
玉
県
警
察
採
用
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

３
７

－

３
５
１
４
（
採

用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

HPh
ttp

://w
w

w
.p

o
lic

e
.p

re
f.

saitam
a.lg.jp

/ken
kei/saiyo

/

秩
父
警
察
署
☎
24

－

０
１
１
０

　

中
高
年
者
が
、

年
間
を
通
じ
て
野

菜
作
り
を
楽
し
む

た
め
の
実
習
教
室

で
す
。

と
こ
ろ　

秩
父
農

工
科
学
高
等
学
校

募
集
人
数　

20
人

年
会
費　

３
，０
０
０
円（
年
間
約
40
回
）

申
込
期
限　

３
月
20
日
（
金
・
祝
）
ま
で

問
秩
父
農
業
福
祉
会　

小
石
川

　

☎
22

－

５
４
８
６

平
成
21
年
度
（
第
６
期
生
）

野
菜
栽
培
教
室

20

ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス

21と　

き　

４
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
午

前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

募
集
人
数　

40
人（
初
心
者
の
女
性
の
み
）

講　

師　

斎
藤
友
紀
恵
先
生

参
加
費　
前
期
（
４
～
９
月
）
６
，
０
０
０

円
、
後
期
（
10
～
３
月
）
４
，
０
０
０
円

申
３
月
17
日
㈫
・
24
日
㈫
午
前
10
時
～

正
午
に
、
歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル
へ
会

費
を
持
参
し
て
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス 

邊
見

　

☎
22

－

５
１
６
８

　

中
央
公
民
館
☎
22

－

０
４
２
０

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

平
成
21
年
度

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

22　

年
度
を
通
し
て
自
主
運
営
で
活
動
す

る
、
健
康
づ
く
り
仲
間
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
各
種
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
す
。

申
３
月
27
日
㈮
か
ら
、
文
化
体
育
セ
ン

タ
ー
窓
口
に
参
加
費
を
添
え
て
申
込
み

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
火
曜
休
館
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
電
話
や
本

人
以
外
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
24

－

４
０
０
４

ク　ラ　ブ　名 曜日 定員 募集人数 回　数 時　　間 参　加　費
ソフトバレーボールクラブ 月 40 16

年間35日
前後

10時～正午 １期1,000円×３期
イ ン デ ィ ア カ ク ラ ブ 水 40 22 10時～正午 年2,000円
木 曜 卓 球 ク ラ ブ 木 50 ６ 10時～正午 年3,000円
木 曜 バ ド ミ ン ト ン ク ラ ブ 木 60 31 10時～正午 年3,000円
Ａ Ｎ バ ド ミ ン ト ン ク ラ ブ 木 30 19 13時～15時 １期1,000円×３期

硬
式
テ
ニ
ス

月 曜 テ ニ ス ク ラ ブ 月 10 ２ ９時30分～正午 １期1,000円×３期
水 曜 テ ニ ス ク ラ ブ 水 15 １ 10時～正午 １期1,000円×３期
水曜ＡＮテニスクラブ 水 15 ５ 13時～15時 １期1,000円×３期
ＦＴＣ金曜テニスクラブ 金 18 11 10時～正午 年3,000円

【１期４月～７月、２期９月～12月、３期１月～３月】
※定員のうち前年度クラブ継続者は、事前に手続きし、定員に満たない人数分のみ募集となります。
※別途、スポーツ安全保険料がかかります。



2009年3月号 �

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
の
教
室

23●
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

と　

き　

４
月
17
日
～
７
月
10
日
（
５

月
１
日
除
く
）
金
曜
日
、
午
前
10
時
～

正
午
（
全
12
回
）

定　

員　

２
２
０
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

３
月
23
日
㈪

●
ソ
フ
ト
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
教
室

　

主
に
初
心
者
や
運
動
に
慣
れ
て
い
な

い
方
対
象
の
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。

と　

き　

４
月
15
日
～
７
月
８
日
（
４

月
29
日
、
５
月
６
日
、
６
月
10
日
除
く
）

水
曜
日
、午
前
10
時
～
正
午
（
全
10
回
）

定　

員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

３
月
26
日
㈭

参
加
費　

各
２
，
０
０
０
円

申
参
加
費
を
添
え
て
左
記
窓
口
で
申
込
み

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
火
曜
休
館
）

問
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

４
０
０
４

市
民
ク
レ
ー
射
撃
大
会

28

●
子
育
て
と
絵
本
の
世
界
教
室

　

読
み
聞
か
せ
や
遊
び
を
行
い
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
や
絵

本
の
選
び
方
等
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

５
月
19
日
、
６
月
16
日
、
７

月
14
日
、
９
月
15
日
、
10
月
20
日
の
各

火
曜
日
、午
前
10
時
～
正
午
（
全
５
回
）

と
こ
ろ　

吉
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

講　

師　

葭よ
し

田
あ
き
子 

氏　

他

参
加
費　

無
料

対　

象　

２
歳
～
未
就
園
児
を
持
つ
親

子
・
子
育
て
に
係
わ
っ
て
い
る
方

●
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

と　

き　

５
月
12
日
、
６
月
16
日
、
７

月
14
日
、
８
月
18
日
、
９
月
15
日
、
10

月
20
日
の
各
火
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分
（
全
６
回
）

と
こ
ろ　

吉
田
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定　

員　

10
人
（
先
着
順
）

講　

師　

松
元
知
子
先
生

参
加
費　

無
料

※
別
途
、
材
料
費
１
回
に
つ
き
５
０
０

～
１
，
０
０
０
円
程
度

●
ケ
ー
キ
作
り
教
室

と　

き　

５
月
11
日
、
６
月
15
日
、
７

月
13
日
、
８
月
10
日
、
９
月
14
日
、
10

月
19
日
、
11
月
９
日
、
12
月
14
日
、
１

月
18
日
、
２
月
８
日
の
各
月
曜
日
、
午

後
１
時
～
４
時
（
全
10
回
）

と
こ
ろ　

吉
田
保
健
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

講　

師　

坂
本
裕
子
先
生

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
別
途
、
材

料
費
１
回
５
０
０
円
程
度
）

申
込
期
間　

い
ず
れ
の
教
室
も
３
月
23
日

㈪
～
27
日
㈮
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
吉
田
公
民
館
☎
77

－

１
１
０
０

身
体
障
が
い
者
・
高
齢
者
の
方
対
象

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
教
室

25●
ハ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

障
が
い
者
（
有
資
格
者
）
が
教
え
る

パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。

と　

き　

４
月
３
日
～
５
月
22
日
の
毎

週
金
曜
日
午
前
10
時
～
正
午（
全
８
回
）

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

定　

員　

６
人
（
原
則
と
し
て
秩
父
郡

市
在
住
の
身
体
障
が
い
者
お
よ
び
高
齢

者
の
方
で
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
）

参
加
費　

３
，０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

●
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
サ
ロ
ン

　

パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秩
父
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
、
相
談
会
で
す
。

と　

き　
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ー
ト
秩
父（
Ｉ
Ｔ
事
業
部
）

今
井
・
中
畝
☎
・

25

－

１
０
２
６

h
eart-c@

to
p
az.p

lala.o
r.jp

HPhttp://w
w

w
11.plala.or.jp/heart-c/

広
域
秩
父
産
業
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ　

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ

　

デ
ザ
イ
ン
分
科
会

　
　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
講
演
会

26と　

き　

３
月
18
日
㈬
午
後
６
時
～

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
５
階

テ
ー
マ　

秩
父
の
ブ
ラ
ン
ド
と
は
？

講　

師　

東
京
理
科
大
学
専
門
大
学
院

教
授　

越
生
由
美 

氏

対　

象　

会
員
の
方
ま
た
は
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ
に
関
心
の
あ
る
方

定　

員　

70
人

参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
交
流
会
参
加

者
は
１
，
０
０
０
円
）

申
・
問
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ 
Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ

事
務
局
（
地
場
産
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
25

－

０
０
８
８

救
急
法
基
礎
講
習
と

　
　

救
急
員
養
成
講
習

　
　
　

連
続
講
習
会

27　

け
が
人
、
急
病
人
の
応
急
手
当
の
方

法
に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

と　

き　

５
月
17
日
㈰
（
基
礎
講
習
）、

23
日
㈯
、
24
日
㈰
、
31
日
㈰
（
養
成
講

習
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

※
初
日
に
実
施
す
る
基
礎
講
習
の
検
定

に
合
格
す
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
養

成
講
習
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

30
人

費　

用　

３
，０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

指
導
者　
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

そ
の
他　

基
礎
講
習
検
定
合
格
者
に
は

「
救
急
法
基
礎
講
習
修
了
者
認
定
証
」

が
、
養
成
講
習
検
定
合
格
者
に
は
「
救

急
法
救
急
員
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

申
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

と　

き　

４
月
５
日
㈰
午
前
８
時
30
分

受
付
開
始

と
こ
ろ　

ぐ
ん
ま
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
総
合

射
撃
場

種　

目　
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
１
０
０
個
撃
ち

参
加
費　

６
，
０
０
０
円
（
ク
レ
ー
代
、

保
険
料
等
を
含
む
）

定　

員　

36
人
（
申
込
順
）

※
参
加
賞
・
入
賞
＆
と
び
賞
あ
り

申
・
問
秩
父
ク
レ
ー
射
撃
協
会
事
務
局 

須
藤
☎
24

－

４
３
９
７

吉
田
公
民
館
の
講
座

24



�

芸術文化会館での催し29

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
開館時間　午前９時～午後５時
問芸術文化会館　☎２２－２４０６

と　　き 内　　　容 会　場

３月15日㈰～
22日㈰

≪油彩クラブ展≫
最終日は午後３時まで

展示室１･２
（入場無料）

４月７日㈫～
12日㈰ ≪秩父手織教室作品展≫ 展示室１

（入場無料）

４月９日㈭～
12日㈰

≪手づくり私の好きな物展Ⅲ≫
初日は正午から、最終日は午後３時まで

展示室２
（入場無料）

４月９日㈭～
12日㈰

≪福田久美子　押し花教室作品展≫
初日は正午から、最終日は午後３時まで

展示室３
（入場無料）

４月16日㈭
～21日㈫

≪パッチワークキルトと関西四季の花めぐり
写真展　～姉弟展～≫

初日は正午から、最終日は午後３時まで

展示室１
（入場無料）

毎週木曜日
午前９時～午後５時

齋藤麗子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週金曜日
午前９時30分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中 会議室３

毎月第２･４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フールNora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週日曜日
午後３時～５時

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中（対象：幼児・小中学生） 会議室３

新作家参入記念特別展を開催中！
展示期間　４月26日㈰まで
観覧料　一般200円　児童・生徒100円　65歳以上の高

齢者・障がい者・幼児は無料
※観覧料は、常設展示室入室に限り発生します。それ

以外の入館は無料です。
◇常設展示室展示作品　　　　18点 50音順

題　　　名 規　格 作　　者 備　考
残された樹 F１２０号 浅 見 嘉 正
春浅き戸隠 F１００号 新 井 清 永
オランダ風俗 １００号 新　井　秀一郎
秋燿 １２０号 石 原 洋 子 新作家
陽の差す土間 F１００号 出 浦 和 雄 新作家
荒川の清流 230㎝×200㎝ 大 野 百 樹
朝陽 １７０号 黒 沢　　 正
椅子と牛骨 ８０号 小 菅 章 雄
待春 １００号 近　藤　壽一郎
鉱山新雪 １３０号 斎 藤 政 一
三原山 105㎝×138㎝ 坂 上 明 司
瀧 変形８０号 瀧 澤 龍 二
装飾古墳 １７０号 西 村 晴 遐
ダム 162㎝×112㎝ 根 岸　　 敬
雪の秩父 F１００号 原 島 達 明 新作家
曽根崎心中 １７０号変形 宮 前 秀 樹
水辺の光景 F８０号 本 橋 八 郎 新作家
絵馬 １００号 守 屋 順 吉
◇館内展示作品（常設展示室外）　　6点 50音順

題　　　名 規　格 作　　者 備　考
雪やむ F２０号 浅 見 嘉 正
安曇野秋陽 F２０号 新 井 清 永
アネモネなど P２０号 近　藤　壽一郎
水路の門口（ヴェネチア） F１５号 名 取 二 郎
陽ざし F２０号 藤 原　　 登
桜 F１０号 宮 前　　 晃

設
立
35
周
年
記
念
特
別
ガ
ラ
公
演

ク
ボ
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演

30と　

き　

４
月
19
日
㈰
午
後
４
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

３
，０
０
０
円
（
座
席
指
定
）

●
特
別
企
画
﹁
ペ
ア
で
観
賞
ご
招
待
﹂

　

秩
父
郡
市
に
在
住
の
皆
さ
ん
を
対
象

に
、
ペ
ア
で
５
組
を
ご
招
待
し
ま
す
。

応
募
方
法　

は
が
き
（
〒
住
所
・
氏
名
・

☎
お
よ
び 

＂
特
別
企
画
「
ペ
ア
で
観
賞
ご

招
待
」
応
募
＂
と
記
入
）
に
て
、
３
月
20

日
（
金
・
祝
）
ま
で
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
抽
選
結
果
は
通
知
を
も
っ
て
発
表
し

ま
す
。

申
・
問
ク
ボ
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

中
宮
地
町
24

－

19　

☎
23

－

３
９
７
０

秩
父
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
1₀
回 

定
期
演
奏
会
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第
10
回
を
記
念
し
て
、
ゲ
ス
ト
を
お

招
き
し
て
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
29
日
㈰
午
後
１
時
開
場
、

１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

ゲ
ス
ト　

髙
橋
望（
ピ
ア
ノ
）、
富
田
紗

規
子（
マ
リ
ン
バ
）、
秩
父
混
声
合
唱
団

問
秩
父
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

小
西
☎
54

－

０
１
４
１

秩
父
高
校
筝
曲
部

第
５
回 

コ
ン
サ
ー
ト
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と　

き　

３
月
28

日
㈯
午
後
５
時
開

場
、
５
時
30
分
開

演（
２
時
間
程
度
）

と
こ
ろ　

歴
史
文

化
伝
承
館
ホ
ー
ル

演
奏
曲
目　

四
季
の

日
本
古
謡
、「
荒

城
の
月
変
奏
曲
」、
ポ
ッ
プ
ス
（「
蕾
」、

「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」）
な
ど

入
場
料　

無
料

問
秩
父
高
校
筝
曲
部
顧
問 

町
田

　

☎
22

－

３
６
０
６

第
1₀
回 

Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

２
０
０
０
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全
国
の
バ
イ
ク
愛
好
者
が
集
ま
る

オ
ー
ト
バ
イ
の
祭
典
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
革
製
品
・
シ
ル

バ
ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
・
バ
イ
ク
パ
ー
ツ
・

飲
食
店
等
約
１
０
０
店
舗
）
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

４
月
11
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
９
時
、
12
日
㈰
午
前
８
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ

の
森
（
プ
ー
ル
サ
イ
ド
）

入
場
料　

11
日 

２
，
０
０
０
円

　
　
　
　

12
日 

１
，
０
０
０
円

問
Ｄ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｎ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

２
０
０
０

秩
父
事
務
局 

山
口
☎
24

－

１
４
３
４

　

☎
０
９
０

－

３
１
３
７

－

０
９
６
２

ちちぶ夢創り倶楽部への入会をお待ちしています
～「ふるさと納税」で輝く秩父をあなたのふるさとに！～



日 月 火 水 木 金 土
３/15 16 17 18 19 20 21

秩ＢＣＧ予防接種 秩４か月児健診 秩10か月児健診 秩言語リハビリ教
室

吉ことばの相談
荒親子ふれあい教
室

22 23 24 25 26 27 28
吉言語リハビリ教
室

秩１歳６か月児健
診

荒４・10か月児健
診・ＢＣＧ予防
接種

29 30 31 ４/１ ２ ３ ４
荒言語リハビリ教
室

吉ことばの相談 秩育児相談

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
荒育児相談 秩三種混合予防接

種
吉育児・健康相談
大健康相談・育児
相談

秩３歳児健診

12 13 14 15 16 17 18
秩４か月児健診 秩10か月児健診

荒健康相談
秩言語リハビリ教
室

荒ことばの相談

吉４か月児・10か
月児健診・ＢＣ
Ｇ予防接種

秩麻しん風しん予
防接種（高３相
当の年齢の方）

19 20 21 22 23 24 25
秩１歳６か月児健
診

吉言語リハビリ教
室

荒胃がん検診

秩ＢＣＧ予防接種
荒胃がん検診
荒１歳６か月・３
歳児健診・歯み
がき教室

秩歯みがき教室 吉胃がん検診
秩ことばの相談

秩麻しん風しん予
防接種（高３相
当の年齢の方）

�

春分の日

※詳細については、今月号26～27ページおよび２月号の「保健センターからのお知らせ」をご覧ください。
また、今月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成21年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

★「保健センターカレンダー」は、次号の市報ちちぶ４月号から、「保健センターだより」とあわせてリニュー
アルします。

３月 ４月 保健センターカレンダー
秩秩父　吉吉田　大大滝　荒荒川
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い
き
い
き
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
男
女
共
生
講
演
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
講
師
に
タ
レ
ン
ト
の
泉
ア
キ
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
人

生
に
は
素
敵
な
出
会
い
が
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
が
生
き
て
ゆ
く
中
で
、「
出
会
い
」
を
通
し
て
、
新
し
い
発

見
や
周
り
の
も
の
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
、人
生
を
豊
か
に
す
る
の
は
自
分
自
身
で
あ
る
。

と
の
お
話
に
、
日
常
の
中
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
「
出
会
い
」
の
一

つ
ひ
と
つ
が
大
切
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

♦感謝する気持ちを持とうと思いました。

♦アキさん自身のお話が身近に感じ、力強いお話でよ

かったです。

♦これからの生き方が変わると思います。今も楽しい

人生ですが、更に毎日の生活が楽しくなりそうです。

♦人間としての道義的なお話し、人間の生き方、心の

底から感動しました。

♦「素晴しい人生は自分から」これからの人生にとて

も参考になりました。

参 加 者 の 声

11月８日㈯　秩父宮記念市民会館

いきいき市民フォーラム　泉アキさん講演会
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★「男は仕事、女は家庭」という男女の役割分担の考え方★

　性別役割分担の考え方では、「賛成・どちらかといえば賛成」が36％、「反対・どちらかといえば反対」
が40％で、「反対」が「賛成」を上回っています。国の調査では、近年「反対」が「賛成」を上回り、
平成19年には「反対」が５割を超えています。「どちらともいえない」と回答する方も多かったようで
すが、固定的な性別役割分担の考え方に違和感を感じたり、同感しない人が増えてきているようです。

★男女が平等でないと感じること（分野）★

　「平等でない」と感じるのは、「社会通念・習慣・しきたり」、「職場」で多く、次いで「家庭生活」となっ
ています。一方、「学校教育の場」では「平等でない」と感じる人は低く、「平等になっている」と感
じている割合が高いことがわかります。
　「平等でない」と感じる内容として、女性は「職場での給与格差・昇進昇格」「家事・子育て・介護
の負担」などの意見が多くみられました。男性では「力仕事などが男性の仕事になっている」「仕事
に対する責任感」などの意見がありました。「平等」に対する意識の差が男性と女性の間に感じられ
ます。

　「何事にも平等はなく、何事にも格差は生じる」今回のアンケートのなかにあった意見のひとつ
ですが、すべての人の意識が同じものではなく、それはひとりひとりの価値観が違い、同じ物でも
手にする人によってその物が重要なものと感じるか、不要なものと感じるか違いがあるように、意
識が違えば、「平等」と感じる人、「不平等」と感じる人が必ずいるということなのではないかと思
います。
　前回、お知らせしたように「男女共同参画社会」とは、性別に関係なく、一人ひとりが個性と能
力を発揮して、自分らしく生きてゆける社会のことです。
　男性、女性。生物学的性別により、生まれながらそれぞれが違う機能を持っていること。そして、
ひとりひとりに個性があることを認識したうえで、お互いを大切に思い、尊重されることで、ひと
りひとりが幸せな社会を築く一歩となるのではないでしょうか。
　またそのためには、私たちひとりひとりが生活のなかに共通した意識を持てるようになることが
大切です。

ま と め
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★知っている用語★

デュエットプランを考える②デュエットプランを考える②

男女共同参画の意識づくり男女共同参画の意識づくり
　前回の「あべにーる～未来～」第７号では、「男女共同参画」・「男
女共同参画社会」について、また秩父市男女共同参画計画「2006デュ
エットプランちちぶ」の重点目標をお知らせさせていただきました。
　男女共同参画に関する「意識」について、「よいまちモニター」
のみなさんにご協力いただき、アンケートを実施しました。今回
は、アンケートの結果を参考に、「2006デュエットプランちちぶ」
の重点目標のひとつである「男女共同参画の意識づくり」につい
て、考えてみたいと思います。

　今回のアンケートの結果から、「あべにーる～未来～」を知らないという人が多く、まだまだ市
民のみなさんに周知されていないことがわかりました。
　また、「あべにーる～未来～」については、年２回（９・３月）発行してきましたが、年２回発行では、
情報を掲載するまでに時間が経過してしまうなどの課題もあり、そして、市民のみなさんの目に触
れる回数が少ないこともあり、なかなか浸透していないのが現状でした。
　そこで「あべにーる～未来～」を市民のみなさんにもっと身近なものとなるよう、平成21年４月
から、毎月の市報に１つのコーナーとして掲載していくことになりました。
　デュエットプランを始め、秩父市での取り組みの状況などをお知らせしてゆきたいと思いますの
で、みなさんのご意見等をお聞かせください。

「あべにーる～未来～」が変わります！

　男女共同参画に関係する用語のなかで、知っているとの回答が多かったのは、「DV（ドメスティッ
クバイオレンス）」、次に「男女雇用機会均等法」でした。家庭や職場など身近なところで、それぞれ
の法律が周知されてきていることが伺えます。その一方、「デュエットプランちちぶ」や「あべにーる」
を知っているとの回答が低く、秩父市での取組みの状況が市民の方に周知されていないという現状か
ら、「男女共同参画の意識づくり」に向けた広報・啓発活動についての検討が必要となっていること
が課題として確認できました。



ご意見、ご感想をお寄せください。 Eメールアドレス　seikatsu@city.chichibu.lg.jp
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／
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※
こ
の
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は
市
民
公
募
の
編
集
員
に
よ
っ
て
企
画
、
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

相 談 機 関 相 談 内 容 受付日 受付時間 電 話 番 号

With Youさいたま
（埼玉県男女共同参画推進センター）

生き方、家族、夫婦、DV、
人間関係などの相談 月 ～ 土 10：00～20：30 048-600-3800

埼玉県婦人相談センター
ＤＶ相談室 DVに関する相談

月 ～ 土 ９：30～20：30
048-600-6060

日・祝日 ９：30～17：00
秩父警察署生活安全課 DVに関する相談 月 ～ 金 ８：30～17：00 0494-24-0110
埼玉県母子福祉センター 母子自立支援に関する相談 月 ～ 金 ９：00～16：00 048-642-6551
埼玉県秩父福祉保健総合センター 女性相談員による相談 月 ～ 金 ９：00～16：00 0494-22-6228

秩
父
市
役
所

本庁　社会福祉課

女性保護に関する相談 月 ～ 金 ８：30～17：15

0494-25-5204

各総合支所　市民福祉課
0494-72-6082（吉田）
0494-55-0865（大滝）
0494-54-2116（荒川）

本庁　市民生活課

人権・法律・女性・市民相
談等 月 ～ 金 ８：30～17：15

0494-25-5200

各総合支所　市民福祉課
0494-72-6082（吉田）
0494-55-0863（大滝）
0494-54-2395（荒川）

相談窓口～一人で悩まず相談を～　●女性に関する相談●

「休日急患当番医」は「市報ちちぶ」38ページに掲載してあります。

　

子
供
が
お
世
話
に
な
り
、
そ
し
て
今
孫
が
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
「
学
童
保
育
室
」
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
の
か
調
べ
て
み
よ
う
と
、
先
日
学
校
教
育
課
に
行
き
、

学
童
保
育
室
一
覧
表
を
頂
い
て
き
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
12
ヶ
所
の
学
童
保
育
室
が
あ
り
、
１
年
生
か

ら
６
年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
は
９
室
、
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
の
受
け
入
れ
は
３
室
。
保
育
時
間
は
、
放
課
後

と
規
定
の
休
日
午
前
７
時
45
分
か
ら
午
後
６
時
45
分
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。（
30
年
余
り
前
は
、
３
年
生
ま
で

の
児
童
が
対
象
、
保
育
時
間
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
で
し

た
。）
保
護
者
が
働
い
て
い
る
家
庭
で
は
、
安
心
し
て
仕

事
に
従
事
で
き
ま
す
。

　

今
の
時
代
、
子
供
を
遊
び
に
出
せ
る
所
は
限
ら
れ
て
し

ま
い
、
み
ん
な
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
親
の
心
配
が
尽

き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
小
学
校
就
学
中
の
子
供
を
持
つ
家
庭

に
と
っ
て
、
学
童
保
育
室
は
子
育
て
の
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
一
番
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
人
間
関
係
で
す
が
、
団
体
生
活
の
中
で
人
と
の
付
き

合
い
方
、
交
わ
り
方
が
自
然
と
身
に
付
き
、
子
供
の
成
長
、

人
格
形
成
の
過
程
に
大
き
な
足
掛
か
り
と
な
っ
て
く
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
元
Ｏ
Ｂ
と
し
て
は
今
で

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

学
童
保
育
室
の
近
く
を
通
る
と
子
供
た
ち
の
元
気
な
声

が
聞
こ
え
、
行
っ
て
見
る
と
楽
し
そ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
仲

間
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
屈
託
の
な
い
子
供
達
の
笑
顔

を
見
る
と
思
わ
ず
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
笑
顔
か
ら
、
人
と
し
て
、
何
が
大
切
な
の

か
教
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
達
大
人
も
子
供
達
に
負
け
な
い
よ
う
切
磋
琢
磨
し
、

地
に
足
の
着
い
た
恥
ず
か
し
く
な
い
行
動
を
し
て
行
き
た

い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
本　

巧
子

－

編
集
委
員
雑
感

－　

　

女
性
の
視
点
で
、
秩
父
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
活
動
し
よ
う
と
昨
年
12
月
に
発
足
し
た
、

秩
父
の
女
性
に
よ
る
会
で
す
。「
秩
父
」
の
魅
力

を
再
発
見
し
、
身
近
な
こ
と
、
誰
で
も
参
加
で
き

る
こ
と
か
ら
、「
秩
父
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
み
よ
い
ま
ち
「
秩
父
」、
訪
れ
る

人
に
「
ふ
れ
あ
い
と
温
か
さ
」
を
感
じ
て
も
ら
え

る
「
秩
父
」。
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
希
望
・
問
合
せ
先

会　

長　

三
島
木　

悦
子　

☎
22

－

３
８
３
５

「
秩
父
ふ
る
さ
と
女
性
の
会
」

「
西
沢
江
美
子
さ
ん
講
演
会
」

　
「
む
ら
で
稼
ご
う
！
私
た
ち
の
時
間
で
！

〜
家
事
の
商
品
化
〜
」

　

秩
父
市
在
住
の
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
西
沢
江
美

子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
女
性
の
暮
ら
し
・
自
立

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
入
場
料
は
無
料

で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
19
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

大
滝
振
興
会
館

　

女
性
の
視
点
で
、
秩
父
の
ま
ち
づ
く
り
・
地
域

づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
活
動
し
よ
う
と
昨
年

秩
父
の
女
性
に
よ
る
会
で
す
。「
秩
父
」
の
魅
力

を
再
発
見
し
、
身
近
な
こ
と
、
誰
で
も
参
加
で
き

る
こ
と
か
ら
、「
秩
父
」
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
み
よ
い
ま
ち
「
秩
父
」、
訪
れ
る

人
に
「
ふ
れ
あ
い
と
温
か
さ
」
を
感
じ
て
も
ら
え

る
「
秩
父
」。
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考

参加してみませんか？
こ
れ
か
ら
の
催
し
も
の
の
お
知
ら
せ


